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地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第３金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く

ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

日々の活動
発信中！
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協力隊通信
協力隊の近況を
お知らせします!

協力隊通信協力隊通信
第100号!!

ブドウの収穫を行いました！ブドウの収穫を行いました！ 交流の輪、広がっています！交流の輪、広がっています！色々な多世代交流の場で新たな色々な多世代交流の場で新たな
出会いや繋がりができています！出会いや繋がりができています！　10月中旬にブドウを収穫しまし

た。山幸2,285㎏。今年は天候に恵
まれ、糖度が高くて良いブドウで
した！「葡萄色の旦」「テシカスパー
クリング」「テシカ樽赤」３種類の
ワインになります。私は委託先の
タキザワワイナリー(三笠市)で「テ
シカ」を醸造しています。来年度
の町内ワイナリー初醸造に向けて、
商品展開などイメージを膨らませ
ながらワインと向き合っています。
ワイナリーの工事は順調で12月に
完成予定です。

　「出張あそびの会」（次回12月６日）を毎月
第１水曜日に泉ふれあいセンターで開催して
います。泉自治会女性部の方々にもお手伝い
いただき、みんなでほっこりした時間を過ご
しています。
　「てしかがコミュニTea」や「オレンジカ
フェ」でも、色んな世代の方が普段出会うこ
とのない人と出会うきっかけとなり、新たな
広がりをみせています。11月から道の駅で
始まった「弟子屈の魅力展」も「てしかがコ
ミュニTea」から生まれた一つ。これからど
んな場でどんな出会いが生まれるか、楽しみ
です。
　今後も引き続
き、フラッと寄れ
てゆる～く繋がれ
る場を提供してい
きたいと思いま
す！

　先日、第２回町民×移住者交流
会を開催しました。料理人として
の経験もある移住希望者の方にフ
ランスの伝統的なお菓子の作り方
を教えていただきました。おかげ
さまで満員御礼で開催。町民の皆
さんと楽しくお菓子作りを通して
交流しました。今後も年代に関係
なく、好きなことや得意なことを
通して交流できる場を作りたいと
思います。
　今月の「てしかがコミュニTea」
は12月15日㈮開催です。どなたで
もお気軽にお立ち寄りください。

ワイン事業
推進支援員

木
きりゅう

龍 奈
な つ こ

津子

移住対策支援員

小
こ　じま

島　　萌
もえ

福祉活動包括
支援員

生
いき

永
なが

絵
え

美
み

子
こ

出張あそびの会の様子

※ お誕生、お悔やみは、10/１～10/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ
掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係
までご連絡ください。
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 11月２日から５日にかけて姉妹
都市の鹿児島県日置市へ訪問し、み
かん狩りをした際の一コマ。
 参加した皆さんは、かごいっぱい
に収穫をしていました。

今月の表紙
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在住功労
　現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長
年にわたり福祉向上や産業の発展に努められたと
ともに、地域発展のために貢献した方
（50音順）
※氏名公表に同意された方のみ掲載
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磯　里　多　惠
 アイヌ民族衣装の製作指導を行
ってきたほか、古式舞踊やムック
リの演奏指導などを通してアイヌ
文化の普及、啓発に取り組まれて
きた。

金　子　ひで子
 数多くの舞踊団体に所属する中
で、弟子屈町民によって誕生した
「弟子屈音頭」と「月の摩周」を後世
へ繋ぐための保存団体設立にも携
わり、４5年以上の長きにわたって
活動されてきた。

平　出　隆　子

 陶芸の製作活動を通して自身の技術向上
と研鑽に励む傍ら、地域に根付く文化の一
つとしての陶芸窯を築き上げ、数多くの
人々に対する指導的役割を担ってきた。

文化奨励賞 本町の文化振興・発展に貢献し、将来が嘱望される個人・団体

町長から一人ひとりに表彰状を贈呈町長から一人ひとりに表彰状を贈呈

德永町長あいさつ德永町長あいさつ
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 昭和46年７月に「布 昭和46年７月に「布 昭和46年７月に「布
施医院」を開業。令和５施医院」を開業。令和５施医院」を開業。令和５
年５月末の閉院まで62年５月末の閉院まで62
年間にわたり、本町医
療の維持・発展に貢献
された。令和３年から
始まった新型コロナワ始まった新型コロナワ始まった新型コロナワ
クチン接種に対してもクチン接種に対しても
尽力され、町民の健康
保持に寄与された。

特別表彰

善行表彰

本町に多大な功績を
された方

町民の模範となる善行のあった方および公益のため多額な私財を寄附した方

　令和５年度弟子屈町表彰式が10月19日、町社会老人福祉セン
ターで開催されました。この表彰は、町の行政・経済・産業・
文化などの各分野にわたって、町の振興と発展に寄与された
方々に表彰状・記念品などを贈呈し、その功績をたたえるもの
で、今年で40回目。これまでに2,639人と21団体が受賞してい
ます。また今年度は、弟子屈町文化奨励賞表彰式も合同での開
催となりました。
　今年度は特別表彰として１人、功労賞は、善行表彰を１人と
２団体、在住功労を64人が受賞。文化奨励賞は３人が受賞しま
した。式では、德永町長と岩原教育長から一人ひとりに表彰状・
表彰盾が手渡されました。受賞者の皆さんを紹介します。

（敬称略）

長年の功績に感謝
弟子屈町功労賞・文化奨励賞表彰式弟子屈町功労賞・文化奨励賞表彰式

弟子屈町120周年記念

辻谷建設 株式会社
代表取締役　辻　谷　智　之 森　内　重　則

 現金4,500,000
円を町の発展の
ために役立てて
ほしいとして寄
付された。

 会社設立90周
年を記念し、現金
10,000,000円を町
への感謝と環境
保全に役立てて
ほしいとして寄
付された。

株式会社 ニューヨークジョーエクスチェンジ
代表取締役　乾　　　宗　宏

 プレジャーモータ
ーボート（3,380,000円
相当）を屈斜路ウォー
タースポーツ交流公
園で行われる水泳大
会などでの救助艇と
して役立ててほしい
として寄付された。

布　施　裕　章

受賞者の皆さん受賞者の皆さん
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 今年も冬将軍が近づいてきています。冬場に長期間留守にしたり、
外気温が氷点下になったりすると、水道が凍結しやすくなります。屋
外や北側で日が当たらない場所、風当たりが強いところ、むき出しに
なっている水道管などは、特に凍結に注意が必要となります。例年、
漏水や凍結が発生するとお問い合わせがありますが、町が敷設した水
道管（本管）から各家庭や事業所までの間（給水装置）で漏水や修理
が発生した場合は、各戸の負担になります。

水道本管以外の修理は
各戸負担となります

給水装置

水道管（本管）

道　　路

 ごく簡単な修理（例・パッキンの取り換え）
など、給水装置の末端に設置されている部品の
取り換え以外の水道の工事については「水道法」
の規定により町長が指定した「指定給水装置工
事事業者」以外はできないこととなっています。
 町が指定している事業者は右の表のとおりで
す。

 町では、「検針票の使用量が毎月と比べて多
い」、「水道を使用していないのに水道メーター
が動いている」など、漏水の疑いがある場合に
は無料で漏水調査を行っています。調査を希望
される方は役場水道課までお問い合わせくださ
い。 漏水が本管から給水装置（蛇口）の間で
発生していた場合は１ヶ月以内に修理を行って
いただきます。期限内に修理がされない場合に
は漏水による水道料金もお支払いしていただく
こととなりますので、ご注意ください。
 また、各戸で漏水を発見
し、修理をされた場合は、
役場水道課にも必ず、ご連
絡をお願いします。

水道工事は町指定の「指定給水装置工事事業者」で行ってください

漏水調査を行っています

問い合わせ先／役場水道課
☎４８２‐２９４２（課直通）

弟子屈町指定給水装置工事事業者
給水装置工事事業者 住　　　所 電話番号

㈲鎌田水道工務店 高栄３-１-６ 482-2140

㈱協和建設 高栄１-２-２ 482-2369

㈲服部水道工務店 摩周１-２-１ 482-1066

鋼管建設工業㈱ 美里４-１-20 482-4217

㈱近藤建設 鈴蘭２-１-11 482-1060

㈱大栄電業 泉４-10-３ 482-2677

【町外事業者】

東陽設備㈲ 大空町東藻琴392-14 01522753

大倉工業㈱ 釧路市光陽町６-６ 0154㉔5176

㈱共立 釧路市松浦町11-３ 0154㉒0808

綜合設備㈱ 釧路市入江町７-27 0154㉕3116

太平洋設備㈱ 釧路市春採５-16-17 01543474

後藤工務店㈲ 釧路町若葉５-26 01542325

第一水道工業㈱ 釧路市入江町８-５ 0154㉓3414

㈱竹崎工業 別海町西春別駅前錦町200 01532144

㈲細谷設備 中標津町計根別本通東５-20-１ 01532626

㈱ナカセツ 中標津町桜ヶ丘３-17 01539442

㈱クラシアン 釧路市川上町６-２ 0120-511-511

㈱田中設備工業 帯広市西10条南28丁目26 01556565

高和設備工業㈱ 中標津町西11条南7丁目
1番地 01532711

㈱鈴木設備工務店 釧路市芦野４丁目１番３号 01544281

冬を迎える前に…
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年末年始閉庁・休館のお知らせ

問い合わせ先／役場総務課☎４８２‐２９１２（課直通）

 冬期間は渡り鳥のシーズンです。
 毎年、日本各地で鳥インフルエンザが話題になりますが、当町へも多くの渡り
鳥がやってきますので、感染予防をお願いします。
 予防には野鳥へ近づかないこと、触らないことがあげられます。
 鳥インフルエンザが広まると家きん農家（鳥を飼育している農家）が大ダメー
ジを受け、最悪の場合は飼っている鳥をすべて処分しなければなりません。
 みなさんでウィルスの拡散を防ぎましょう。
※�死亡した野鳥を見つけたり、調子の悪そうな鳥を見かけた場合は決して触らないでください。様子のおかし
い鳥、鳥の大量死などを見かけたときは下記まで連絡願います。

問い合わせ先／役場農林課林務係　☎４８２‐２９３６（課直通）

鳥インフルエンザの侵入を予防しましょう‼

年末年始は、役場庁舎をはじめとする施設などが、下記のとおり閉庁・休館となります。

今年度から変更している施設もありますので、ご利用の方はご注意ください。

詳しくは、お問い合わせください。

·役場庁舎・支所　　　   12月29日㈮～１月３日㈬

·塵芥（じんかい）処理施設など
　美留和廃棄物処理場　　　12月31日㈰～１月２日㈫
　家庭ごみ収集　　　　　　12月30日㈯～１月２日㈫
　原野産業廃棄物処理場　　12月29日㈮～１月４日㈭

·体育施設
　川湯屋内温水プール　　　12月28日㈭～１月３日㈬
　シルバースポーツハウス　12月30日㈯～１月５日㈮
　町営スピードスケート場 12月31日㈰～１月５日㈮
　修武館　　　　　 　　　 12月28日㈭～１月３日㈬

·入浴施設など
　泉の湯　　　　　　　　　１月１日㈪～１月３日㈬

（12月31日㈰は17時まで）　　

·文化施設
　公民館　　　　　           12月28日㈭～１月３日㈬
　図書館　　　　　           12月28日㈭～１月３日㈬

·福祉施設
　社会老人福祉センター　　12月29日㈮～１月５日㈮
　　　　　　　　　　     （浴場12月30日㈯・１月３日㈬は、
                                       ９時～17時まで開館）

　川湯福祉の湯　　　　　　12月29日㈮～１月５日㈮
　　　　　　　　　　         （12月31日㈰・１月４日㈭は、
                                             ９時～17時まで開館）

　認定こども園ましゅう   12月29日㈮～１月６日㈯
   川湯保育園　　　　　　 12月29日㈮～１月３日㈬
　こども発達支援センター　12月29日㈮～１月３日㈬
　子育て支援センター　　　12月29日㈮～１月３日㈬

放課後児童クラブ　　　 12月29日㈮～１月３日㈬
　デイサービスセンター　　12月30日㈯～１月８日㈪

·観光施設
大鵬相撲記念館　　　　　無休で通常業務を行います

　道の駅摩周温泉　　　　　12月30日㈯、31日㈰・
　　　　　　　　　　　　　１月２日㈫、３日㈬

（１月１日㈪は特別営業を予定
しています）

　ＪＲ摩周駅観光案内所　　無休で通常業務を行います
　９〇○草原　　　　　　　冬季閉鎖中

·その他の施設
　摩周観光文化センター　　12月30日㈯～１月５日㈮
　川湯農村センター  　　　 12月29日㈮～１月５日㈮
　屈斜路研修センター　　　１月１日㈪～１月３日㈬

弟子屈斎場　　　　　　　無休
　　　　　　　　　　　　 　　（ 使用する場合は、役場当直者

へご連絡ください）
　奥春別交流センター　　　12月29日㈮～１月５日㈮
　川湯ふるさと館　　　　　12月30日㈯～１月５日㈮

林業多目的センター　　　12月29日㈮～１月３日㈬
　　　　　　　　　　（ 上記期間以外は、事前申し込みにより

随時開館しています）
町立川湯歯科診療所　　　12月29日㈮～１月３日㈬
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問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２-２９１２（課直通）

今冬の長期予報が発表されました

アトサヌプリ（硫黄山）の防災について

防災ワンポイントコーナー

 気象庁発表による本年12月から来年２月にかけての長期予報によると、上空の偏西風が日本付近で蛇行して

平年よりも北側を流れるとみられ、いわゆる「西高東低」の冬型の気圧配置になるのが一時的なものになるた

め寒気が流れ込みにくくなる見込みです。そのため、今冬は北日本を含めて全国的に「気温は平年より高く」「降

雪量は平年並か多い」と予想されていますので、今冬も雪への備えは今までどおり絶対に必要です。冬用タイ

ヤや暖房器具などの準備・点検や万一の場合のための食糧や飲料水の備蓄（最低３日分、推奨１週間分）をお

願いします。

� 火山は温泉、肥沃な土壌などの恩恵を与えてくれる反面、いった

ん噴火した場合には、噴石、火砕流などにより甚大な危害を及ぼすこ

とがあります。そのため、平成28年に町が事務局である「アトサヌ

プリ火山防災協議会」を設立し、噴火に対する警戒監視、火山ハザー

ドマップや避難計画の策定、応急対策訓練などを推進しています。

 右の写真は、気象庁が設置・監視しているカメラから見た山影で

す。

　町では、地域に貢献できる人材の育成や、町内企業の安定的な経営基盤の確保と雇用機会の拡大を
図るため、検定試験受験費用や町内企業の従事に必要な各種資格・免許などを取得するための費用の
一部に対し補助金を交付します。

各種検定・資格取得に対する経費の一部を助成します!

【弟子屈町人材育成支援事業補助金】

▼補 助 対 象 者／①�町内の小学校・中学校・高校に在籍する児童・生徒の方
        ②�町内企業などに就職している、または就職予定で、５年以上弟子屈町に定住する

意思のある方
        ③�町内で事業を営む会社、その他の団体、個人の方

▼補助対象経費／�学校長が推奨する資格取得や検定試験の受験費用、事業上必要とする資格・免許な
どの取得費用

人材育成支援事業補助金

▼補助金の額および補助率／ 児童生徒は補助対象経費の２分の１以内で年度５千円以内、その
他は補助対象経費の２分の１以内で年度５万円以内

資格、検定費用の発生した年度から起算して２年まで申請期限

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
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 生活に身近な福祉や教育、道路整備などの行政サービスは、みなさんに納
めていただいた税に支えられています。
 町では「滞納のないまち」をめざし、納期限を過ぎても未納が続く滞納者
に対し、法律に基づいた財産調査や差押を行うなど、徴収強化を図っていま
す。かつては道内最下位だった収納率も現在では上位に位置し、滞納者の数
は限りなく少数です。
 納税は義務であり、滞納は許される行為ではありません。
 12月は「町税等完納強調月間」です。税だけでなく、各種保険料や使用料
などに納め忘れがないか、もう一度確認してください。

▶納付が困難な方は必ずご相談ください。
 やむを得ない事情により一時的に納付が困難な方や、まとめて納付ができない方には計画的な納付ができる
よう相談も受け付けています。滞納を放置することはしないでください。

 町では初となる合同公売会を10月８日、釧路圏摩周観光文化センターで開催
しました。
 釧路・根室地域の市町村、北海道などが地方税の滞納により差し押さえた自動
車や家電など391点を出品、公売会はこれらの売却代金を滞納税に充てることが
目的です。今回は203点が落札、売却代金は約150万円となりました。多くの方
にご来場いただき、納税に対する理解を深めていただくことができました。

町税や保険料、水道料・住宅使用料などの各種使用料の納付はお済みですか?

12月は町税等完納強調月間です

くしろ・ねむろ合同公売会を開催しました

町道除雪についての問い合わせ先／役場建設課☎４８２‐２９４１（課直通）
国道除雪についての問い合わせ先／釧路開発建設部弟子屈道路事務所☎４８２‐２３２７
道道除雪についての問い合わせ先／釧路建設管理部弟子屈出張所☎４８２‐２１４７

❑路上駐車は除雪の障害
 除雪作業で最も障害になるのが、路上での駐車です。路
上に放置された車のために、除雪車が通れなかったり、除
雪作業ができなかったりすることがあります。

❑歩道などに物を置かない
 歩道や路肩に、陳列品や旗立て用のコンクリート、木材
などを置いておくと、吹きだまりの原因になったり、除雪
の障害にもなったりします。あらかじめ、道路から離れた
場所に移動させてください。

❑除雪車には気をつけて
 除雪車の運転技術者は、安全第一で細心の注意を払って
いますが、作業稼動時はたいへん危険です。
 特に子どもの行動には目を配り、除雪車に近づけないよ
うにしてください。

❑玄関前の雪は皆さんで
 除雪車が通った後に残される、玄関前などの雪の山。後
始末を考えると、誰もが憂うつになってしまいます。
 除雪車の機能や、広い地域を迅速に回らなければならな
い作業の性格から、どうしても雪を残してしまいます。
たいへんご苦労をおかけしますが、各家庭や事業所で除

雪してください。

❑道路に雪を捨てないで
除雪したばかりの道路に雪を捨てるといった光景を、毎年
多く見かけます。この雪が凹凸を作り、交通事故を誘発する
原因にもなりかねません。道路に雪を捨てないでください。

❑消防水利に雪を捨てないで
「消防水利」と明示されたポールがある場所は、災害など緊
急時の通り道になりますので、雪を捨てないでください。

 今年もまた降雪シーズンを迎え、厳しい冬に突入です。
町では、皆さんの生活や生産活動を支えるために除雪作業を行いますが、皆さんのご協力を得て除雪作業をスムーズに進

めることが、経費抑制の上でも必要不可欠となってきますので、ご理解とご協力をお願いします。

　除雪作業の出動は、降雪量がおおむね10㎝以上、または地吹雪、吹きだまり
で交通に支障があると判断されたときに、主要幹線および通学路、集乳路線を
優先的に行います。
　「吹雪、暴風雪警報発令中、および夜間」の除雪は、原則として行いません。

除雪作業除雪作業ににご理解ご理解ととご協力ご協力をを
お願いお願いしますします
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第６次弟子屈町総合計画 行政評価「町民アンケート」結果
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成長を祈って

いつまでも健康に
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「町民アンケート」

環
境

「水」と「森」を守り、「人」が共に輝く、誇りと活力あふれる夢づくりのまち弟子屈
第6次弟子屈町総合計画

 

町
で
は
「
第
6
次
弟
子
屈
町
総
合
計

画
」（
令
和
4
年
度
～
令
和
11
年
度
）

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す

る
た
め
に
、
毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
8

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え

て
行
わ
れ
た
「
行
政
評
価
」
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
実
施
内
容
▲

目
的
／�

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合

計
画
の
達
成
度
を
測
る
指
標
の

現
状
を
調
査
す
る

対
象
／�

�20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

締
切
／
9
月
１
日
に
設
定

回
答
率
／
３４
・
１
％

▼
評
価
方
法
▲ 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問
（
問
8
、

問
15
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

ご
と
に
大
変
満
足
「
５
」、満
足
「
4
」、

ふ
つ
う
「
３
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い

「
２
」、
満
足
で
な
い
「
１
」
の
い
ず
れ

か
に
〇
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足

「
75
点
」、
普
通
「
50
点
」、
あ
ま
り
満

足
で
な
い
「
25
点
」
満
足
で
な
い
「
０

点
」
と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意

見
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
１
4
５
件
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見

を
掲
載
し
ま
す
。

▼
回
答
結
果
▲

※�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政

評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設

問
（
問
8
、
問
15
）
の
回
答
の
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
8
　�

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や

ま
ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ

い
て
の
満
足
度
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

問
15
　�

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
あ
な
た
の
意
見

を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。（
自
由
記
載
）

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

ゴ
ミ
削
減
と
環
境
へ
の
対
策
と
し
て
、

生
ご
み
堆
肥
な
ど
各
家
庭
で
も
取
り
組

め
る
よ
う
な
助
成
金
の
制
度
な
ど
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

設
　
問

満
足
度（
点
）

⑴�

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け

た
取
組

49

⑵
３
Ｒ
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
の
低
減

52

⑶�

自
然
環
境
維
持
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
を
進
め
、
農
村
部
に

お
け
る
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

49

⑷�

生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
住
民
が
知
る
機
会
を
提
供
し
、
野
生
動

物
と
の
共
存
を
図
る
取
組

46

⑸�

景
観
条
例
を
踏
ま
え
た
、
町
全
体
が
統
一
感
を
持
っ
た
景
観
づ
く

り
と
、
多
く
の
住
民
が
町
内
の
公
園
を
安
全
に
利
用
で
き
る
取
組

47

⑹�

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
や
観
光
客
等
に
対
し
有

事
の
際
の
安
全
と
安
心
の
提
供

50

⑺�

消
防
、
行
政
、
住
民
が
一
斉
に
行
動
し
、
身
体
・
生
命
・
財
産
を

守
り
、
安
心
を
提
供
で
き
る
消
防
体
制
と
活
動
が
展
開
さ
れ
る
取

組

55

⑻�

交
通
事
故
の
な
い
社
会
に
向
け
た
対
応
や
、
多
種
多
様
な
凶
悪
犯

罪
を
誘
発
す
る
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
防
犯
対
策
の
強
化

54

⑼�

悪
徳
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
の
な
い
ま
ち
が
実
現
す
る
取

組

53

⑽�

住
民
が
安
全
に
利
用
で
き
る
公
衆
浴
場
の
運
営
と
新
規
整
備
、
斎

場
や
墓
地
の
適
正
管
理

46

⑾�

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
住
民
や
観
光
客
が
、
心
地
よ

く
長
く
滞
在
し
た
く
な
る
市
街
地
エ
リ
ア
の
創
出

45

⑿
市
街
地
の
形
成
に
沿
っ
た
、
安
全
な
道
路
整
備
の
維
持

48

⒀�

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
新

た
な
住
民
の
居
住
な
ど
、
良
好
な
住
環
境
を
形
成
す
る
取
組

47

⒁
水
道
・
温
泉
の
安
定
供
給
と
、
安
定
し
た
水
道
事
業
経
営

57

⒂�

安
定
し
た
下
水
道
事
業
経
営
と
、
自
然
環
境
の
維
持
に
向
け
た
浄

化
槽
設
置
へ
の
理
解
と
対
応
を
進
め
る
取
組

54

⒃
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
生
活
交
通
の
維
持

47

行 評政 価

結果

8広報てしかが 2023.12



 

▼
行
政
評
価
結
果
▲

　
町
で
は
令
和
4
年
度
か
ら
、
「
第
6
次
弟
子
屈
町
総
合
計

画
」
の
目
標
年
次
で
あ
る
8
年
後
の
令
和
11
年
度
に
ま
ち
の

将
来
像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、
行
政
活
動
を
評
価

し
て
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
１
次
評
価
は

職
員
の
評
価
、
２
次
評
価
は
町
長
、
副
町
長
の
評
価
、
３
次

評
価
は
町
民
評
価
委
員
会
の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次
評
価
で
は
、
事
務
事
業
と
そ
れ

を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２
次
評
価
で
は
、
施
策
の
方
向
性

に
関
す
る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果
を
受
け
た
改

善
点
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
、
３
次
評
価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
次
評
価
（
町
長
・
副
町
長
に

よ
る
評
価
）
の
結
果（

主
な
も
の
） 

3
次
評
価
（
町
民
評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
）
の
結
果

（
主
な
も
の
）

１
　�

脱
炭
素
関
係
に
つ
い
て
、
町
で
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
や
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
な
ど
積
極
的

に
取
り
組
み
各
施
策
を
実
施
し
て
い
る
が
、
一
つ
一
つ

の
ア
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
目
標
設
定
が
な
い
の
で
、
具

体
的
な
ス
テ
ッ
プ
が
見
え
ず
本
気
度
が
伝
わ
ら
な
い
の

で
進
捗
状
況
の
見
え
る
化
を
行
う
な
ど
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。

２
　�

屈
斜
路
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
、
動
力

船
禁
止
以
降
は
本
当
に
さ
み
し
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ヒ
メ
マ
ス
が
増
加
し
て
い
る
の
で
、
遊
漁

船
の
一
部
解
禁
や
ヒ
メ
マ
ス
釣
り
な
ど
を
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
魚
資
源
を
有
効
活
用
し
て

ほ
し
い
。

３
　�

弟
子
屈
え
こ
パ
ス
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
公
共
交
通
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
大
事
な
事
業
。
特
に
利
用
の
多
い
海

外
の
方
は
、
半
年
前
か
ら
旅
行
計
画
を
立
て
て
交
通
手

段
を
調
べ
て
目
的
地
を
選
ん
で
い
る
。
年
間
計
画
を
立

て
早
め
の
周
知
、
実
施
を
し
て
ほ
し
い
。

4
　�

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
運
用
事
業
に
つ
い
て
、
取
り
外
し

が
多
く
携
帯
電
話
所
有
率
が
高
い
と
あ
る
が
本
当
に
高

い
の
か
確
認
し
た
う
え
で
、
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
で
代
替

す
る
方
法
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
操
作
で
き

な
い
高
齢
者
で
は
機
能
し
な
い
の
で
、
ス
マ
ホ
教
室
な

ど
で
使
い
方
の
勉
強
を
進
め
つ
つ
、
色
々
な
選
択
肢
の

中
で
よ
り
よ
い
運
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

５
　�

弟
子
屈
高
校
の
存
続
に
つ
い
て
、
弟
子
屈
町
が
世
界
に

通
用
す
る
町
だ
と
町
外
の
方
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
世
界
に
向
け
て
自
慢
で
き
る
町

に
あ
る
高
校
と
し
て
、
町
営
で
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
、

今
後
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
良
い
流
れ
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
町
営
に
限
ら
ず
、
色
々

な
考
え
に
つ
い
て
意
見
交
換
で
き
る
場
も
作
っ
て
い
け

る
と
い
い
と
思
う
。

6
　�

公
民
館
講
座
に
つ
い
て
、
す
ご
く
良
い
取
り
組
み
だ

と
思
っ
て
い

る
。
町
民
の

方
が
も
っ
と

参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う

に
企
画
、
広

報
P
Ｒ
な
ど

今
後
も
積
極

的
に
継
続
し

て
ほ
し
い
。

第６次弟子屈町総合計画 行政評価「町民アンケート」結果

施
　
　
　
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

環
境
保
全
の
推
進

家
畜
ふ
ん
尿
の
臭
気
対
策
に
つ

い
て
、
現
状
を
把
握
す
る
た
め

農
家
の
実
態
調
査
が
必
要

水
産
資
源
の
保
全
に
向

け
た
取
組
の
推
進

屈
斜
路
湖
の
豊
富
な
水
産
資
源

を
担
う
人
材
の
確
保

人
手
不
足
の
解
消
と
企

業
・
事
業
所
の
誘
致

商
工
会
と
協
力
し
空
き
店
舗
の

整
理

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高

齢
者
福
祉
の
充
実

災
害
時
の
要
援
護
者
情
報
の

デ
ー
タ
管
理
方
法

他
そ
の

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

よ
り
よ
い
町

づ
く
り
の

た
め
に
具
体

的
に
ど
ん
な

取
組
が
さ
れ

て
る
の
か
わ

か
り
に
く
い

の
で
、
町
内

外
で
積
極
的

に
情
報
発
信

を
し
て
ほ
し

い
。

カヌー体験

町民評価委員会による意見書提出

11 広報てしかが 2023.12

人
材行

政

教
育

設
　
問

満
足
度（
点
）

㉝�

弟
子
屈
町
教
育
の
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
る
「
学
校
、
家
庭
、
地

域
社
会
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
人
材
を
育
成

す
る
取
組

50

㉞�

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
安
心
・
安
全
で
学
習
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
の
な
い
環
境
の
整
備

54

㉟�

全
て
の
住
民
が
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
生
涯
学
習
環

境
の
充
実
が
図
ら
れ
る
取
組

50

㊱�

学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
で
多
様
な
経
験
を
積
め
る
よ
う
な
活
動

支
援
と
、
子
ど
も
が
自
ら
考
え
、
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る
力
が

身
に
付
く
取
組

50

㊲�

生
涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
拡
充
と
環
境
の
整
備
、
住
民
が
心
身

の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め
の
取
組

52

㊳�

様
々
な
芸
術
・
文
化
、
歴
史
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
提
供
さ
れ
、

多
く
の
住
民
が
地
域
の
文
化
活
動
に
関
心
を
持
つ
環
境
が
充
実
す

る
取
組

49

㊴�

歴
史
と
文
化
等
を
情
報
発
信
す
る
体
制
の
確
立
と
文
化
財
の
保

護
、
伝
承
を
進
め
る
取
組

50

設
　
問

満
足
度（
点
）

㊵�

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
多
様
な
人
材
の
育
成
や
受
入
が
行
わ
れ
、
ま

ち
づ
く
り
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
多
く
の
住
民
が
行
政
と
の

協
働
に
参
画
し
、
本
町
や
地
域
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
取
組

52

㊶�

男
女
共
同
参
画
社
会
が
大
き
く
前
進
し
、
女
性
も
男
性
と
と
も
に

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
取
組

49

㊷�

各
地
域
の
拠
点
施
設
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々
な
活
動

が
展
開
さ
れ
、
住
民
、
行
政
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
も
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
を
解
決
す
る
取
組

49

㊸�

多
く
の
人
が
本
町
を
訪
れ
、
選
ば
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な

る
取
組

50

㊹�

本
町
で
生
活
す
る
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
と
平
等

な
立
場
で
社
会
参
加
で
き
る
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む

取
組

47

設
　
問

満
足
度（
点
）

㊺�

誠
実
で
正
確
か
つ
迅
速
な
行
政
運
営
に
あ
た
る
職
員
の
育
成
と
効

率
的
か
つ
効
果
的
で
柔
軟
な
行
政
組
織
づ
く
り
へ
の
取
組

49

㊻�

各
種
財
政
指
標
と
比
較
し
健
全
な
状
態
で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
安

定
し
た
財
政
運
営
へ
の
取
組

49

㊼�

自
治
体
間
や
事
務
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
効
果
的
な
自
治
体
運
営

や
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
取
組

49

㊽�
全
て
の
住
民
が
、
紙
媒
体
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
な
ど
を
通
し
、
高
い

関
心
を
も
っ
て
行
政
情
報
を
得
ら
れ
、
活
用
で
き
る
取
組

49

㊾�
デ
ジ
タ
ル
化
と
既
存
の
窓
口
業
務
を
並
行
し
た
住
民
へ
の
利
便
性

向
上
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
社
会
を
実
現
す
る
取
組

39

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

●�

弟
子
屈
高
校
を
ア
ウ
ト
ド
ア
や
環

境
、
外
国
語
を
話
せ
る
人
材
教
育
に

力
を
入
れ
る
な
ど
全
国
か
ら
学
生
を

募
集
す
る
学
校
に
す
る
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

●�

公
民
館
講
座
や
、
町
の
良
さ
を
再
確

認
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て

く
れ
て
い
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
で
す
。

バスについて学ぶ児童たち

10広報てしかが 2023.12



　
永
山
氏
は
１
９
１
８（
大
正
７
）
年
、
釧

路
土
木
出
張
所
長
に
な
り
、
以
後
12
年
間
に

わ
た
り
、
道
東
地
区
の
開
発
の
た
め
数
多
く

の
道
路
新
設
・
改
良
に
尽
力
し
ま
す
。
中
で

も
国
道
２
４
１
号
、
本
町
と
阿
寒
湖
畔
を
結

ぶ
約
40
㌔
の
阿
寒
横
断
道
路
開
削
工
事
は
大

変
な
難
工
事
で
し
た
が
、
１
９
３
０（
昭
和

５
）
年
、
見
事
に
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

横
断
道
路
の
完
成
を
受
け
、
１
９
３
４

（
昭
和
９
）
年
に
は
阿
寒
国
立
公
園
に
指
定

さ
れ
る
な
ど
、
道
東
観
光
発
展
の
基
礎
を
築

く
上
で
、
永
山
氏
が
果
た
し
た
功
績
は
と
て

も
大
き
な
も
の
で
し
た
。
地
域
の
人
々
は
後

に
、
こ
の
道
路
を「
永
山
道
路
」、
永
山
氏
を

「
阿
寒
国
立
公
園
の
父
」
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
縁
で
１
９
８
３（
昭
和
58
）
年
、
本

町
と
東
市
来
町（
当
時
）
と
の
姉
妹
町
盟
約

が
結
ば
れ
、
４
町
合
併
に
よ
り
同
町
が
日
置

市
と
な
っ
た
２
０
０
５
年
以
降
も
、
姉
妹
都

市
盟
約
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
町
の
交
流
に
大
き
く
貢
献

観
光
の
第
一
人
者
・
種
市
氏

姉
妹
都
市
盟
約
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
永
山
在
兼
氏
で
す
が
、
そ
の
経
緯
を
語
る

上
で
欠
か
せ
な
い
方
が
本
町
に
い
ま
し
た
。

初
代
弟
子
屈
図

書
館
長
で
あ
っ

た
、
故
種た
ね

市い
ち

佐さ

改か
い

氏（
写
真
）
で

す
。

　
種
市
氏
は
１
９
２
３（
大
正
12
）
年
、
釧

路
市
出
身
。
14
歳
で
国
鉄（
現
Ｊ
Ｒ
）
に
入

庁
し
、
旅
客
・
観
光
を
担
当
し
て
き
ま
し

た
。
１
９
６
０（
昭
和
35
）
年
、
東
北
海
道

観
光
連
絡
協
議
会
に
参
画
、「
タ
ン
チ
ョ
ウ
」

「
流
氷
」「
白
鳥
」
の「
三
白
観
光
」
を
提
唱

す
る
な
ど
、
後
に
観
光
の
第
一
人
者
と
し
て

知
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
１
９
７
４（
昭
和
49
）

年
か
ら
釧
路
観
光
連
盟
事
務
局
長
、

１
９
８
５（
昭
和
60
）
年
か
ら
釧
路
圏
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
資
料
室
長
、
１
９
８
９

（
平
成
元
）
年
か
ら
は
弟
子
屈
図
書
館
長
を

務
め
、
１
９
９
１（
平
成
３
）
年
に
67
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
種
市
氏
は
、
釧
路
観
光
連
盟
事
務
局
長
就

任
時
に「
阿
寒
国
立
公
園
40
周
年
記
念
誌
」

の
編
集
に
携
わ
り
、
阿
寒
国
立
公
園
指
定
に

大
き
く
貢
献
し
た
阿
寒
横
断
道
路
と
永
山
氏

に
つ
い
て
調
べ
始
め
ま
す
。
調
査
を
進
め
る

中
で
、
永
山
氏
の
故
郷
・
東
市
来
町
と
連
絡

を
取
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
１
９
７
９（
昭
和
54
）
年
、
鹿
児
島

県
の
地
元
紙
・
南
日
本
新
聞
で
永
山
氏
の
道

東
道
路
開
発
の
業
績
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
、
本
町
が
東
市
来
町
と
の

交
流
を
正
式
に
希
望
し
、
本
格
的
な
両
町
の

や
り
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。
翌
１
９
８
０

（
昭
和
55
）
年
、
阿
寒
国
立
公
園
広
域
観
光

協
議
会
が
、
鐺
別
地
区
に「
永
山
在
兼
顕
彰

の
碑
」
を
建
立
。
永
山
氏
の
ご
家
族
や
東
市

来
町
長
、
同
町
議
会
議
長
出
席
の
も
と
、
除

幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
３

（
平
成
15
）
年
に
は
、
20
周
年
記
念
に
合
わ

せ
て
鹿
児
島
県
日
置
郡
東
市
来
町
長
里
に
も

「
永
山
在
兼
顕
彰
の
碑
」
を
建
立
し
、
德
永

町
長
や
下
茂
東
市
来
町
長
、
永
山
氏
の
ご
家

族
な
ど
が
出
席
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
重
ね
て

理
解
と
友
好
を
深
め
た
日
々

こ
う
し
て
、
本
町
が
東
市
来
町
と
姉
妹
町

盟
約
を
結
ん
だ
の
が
１
９
８
３（
昭
和
58
）

年
。
10
月
に
は
本
町
で
、
11
月
に
は
東
市
来

町
で
そ
れ
ぞ
れ
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
代
表
的
な
も
の
で
は
、
１
９
９
０

（
平
成
２
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
生
交
流

事
業
は
２
年
お
き
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町

の
中
学
生
が
日
置
市（
旧
東
市
来
町
）
を
、

日
置
市
の
中
学
生
が
本
町
を
訪
れ
、
文
化
や

風
土
の
違
い
を
感
じ
な
が
ら
、
相
互
理
解
を

深
め
て
い
ま
す
。
現
在
の
鹿
児
島
県
日
置
市

　
永
山
由
高
市
長
も
25
年
前
に
中
学
生
交
流

事
業
に
よ
り
来
町
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当時の阿寒横断道路

昭和55年建立　弟子屈町

平成15年建立　東市来町
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姉妹都市盟約締結40周年

鹿児島県日置市との鹿児島県日置市との
交流40年交流40年

本
町
の
姉
妹
都
市
・
鹿
児
島
県
日
置
市

は
、
１
９
８
３（
昭
和
58
）
年
に
旧
東
市
来

町
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
、
今
年
で

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
令
和
元

年
を
最
後
に
止
ま
っ
て
い
た
人
の
交
流
が
40

周
年
を
迎
え
た
今
年
か
ら
再
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た

こ
れ
ま
で
の
40
年
の
歩
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

恵
ま
れ
た
自
然
資
源
の
中
で

歴
史
を
刻
ん
で
き
た
日
置
市

　
日
置
市
は
鹿
児
島
県
の
薩
摩
半
島
中
央
部

に
位
置
す
る
市
で
す
。
２
０
０
５（
平
成
17
）

年
５
月
１
日
に
、
日
置
郡
の
４
町
、
伊
集
院

町
、
東
市
来
町
、
日
吉
町
、
吹
上
町
が
合
併

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
人
口
お
よ
そ
４
・
７
万
人
。
県
庁
所
在
地

の
鹿
児
島
市
と
隣
接
し
、
同
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま
す
。
平
均
気

温
約
17
℃
と
い
う
温
暖
な
気
候
で
、
特
産
品

は
お
茶
や
和
牛
、
焼
酎
な
ど
。
ま
た
東
シ
ナ

海
に
面
し
て
お
り
、
天
然
塩
や
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
の
生
産
も
盛
ん
で
す
。

　
薩
摩
焼
の
歴
史
と
も
深
い
関
わ
り
が
あ
る

地
域
で
、
現
在
で
も
旧
東
市
来
町
美
山
地
区

な
ど
に
窯
元
が
開
か
れ
、
陶
器
の
ま
ち
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

永
山
氏
の
功
績
が
き
っ
か
け

１
千
８
０
０
㌔
を
超
え
た
絆

　
弟
子
屈
町
と
日

置
市
の
距
離
は
直

線
で
１
千
８
０
０

㌔
。
北
海
道
と
九

州
、
遠
く
離
れ
た

こ
の
２
つ
の
町
と
市
が
姉
妹
都
市
と
な
る

き
っ
か
け
は
、
同
市（
旧
東
市
来
町
）
出
身

の
故
永な

が

山や
ま

在あ
り

兼か
ね

氏（
写
真
）
の
存
在
で
し
た
。

　
永
山
氏
は
１
８
８
９（
明
治
22
）
年
、
鹿

児
島
県
東
市
来
町（
現
日
置
市
）
出
身
。
東

京
帝
国
大
学（
現
東
京
大
学
）
土
木
工
学
科

を
卒
業
し
、
１
９
１
５（
大
正
４
）
年
に
北

海
道
庁
に
入
庁
し
ま
す
。
遠
く
北
海
道
を
目

指
し
た
の
は
、
同
郷
の
先
輩
・
吉
利
智
宏
氏

が
北
海
道
開
拓
に
尽
く
し
た
こ
と
を
知
っ
て

感
銘
を
受
け
、
自
分
も
北
海
道
開
拓
に
尽
く

す
こ
と
を
決
意
し
た
か
ら
と
い
い
ま
す
。

日置市

弟子屈町
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式
典
の
後
は

交
流
会
が
行
わ

れ
、
ひ
お
き
武

将
隊
の
甲
冑
着

付
け
体
験
や
参

加
者
全
員
で
弟

子
屈
音
頭
を
踊

る
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が

り
、
和
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
40
周

年
を
記
念
し
た

物
産
交
流
展

が
、
９
月
２
日

に
本
町
で
、
11

月
４
日
に
は
日

置
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
日

置
市
か
ら
は
黒

毛
和
牛
や
さ
つ

ま
あ
げ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
な

ど
の
特
産
品
が
、
本
町
か
ら
は
い
も
だ
ん
ご

や
摩
周
湖
限
定
の
摩
周
霧
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、
牛
乳
、
乳
製
品
、
じ
ゃ
が
い
も
に
加
え

て
摩
周
そ
ば
の
試
食
会
を
行
う
な
ど
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
２
０
２
４（
令
和
６
）
年

の
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
指
定
90
周
年
に
合
わ

せ
た
鹿
児
島
県
日
置
市
市
民
ツ
ア
ー
の
開

催
、
そ
の
翌
年
２
０
２
５（
令
和
７
）
年
に

は
弟
子
屈
町
町
民
ツ
ア
ー
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
生
交
流
事
業
や
物

産
交
流
な
ど
を
継
続
し
、
変
わ
ら
ぬ
友
好
交

流
に
よ
り
次
の
50
周
年
に
向
か
っ
て
相
互
の

発
展
を
目
指
し
ま
す
。

ひおき武将隊甲冑着付け体験

北海道弟子屈町物産展（江口蓬莱館）

弟子屈音頭

鹿児島県日置市物産展（JA摩周湖）

姉妹都市盟約締結40周年によせて（式典のしおりより）

鹿島県日置市長  永 山 由 高 北海道弟子屈町長  德 永 哲 雄

　昭和の初め、故永山在兼氏が北
海道道東地区の開発に尽力され、
中でも国道241号線の阿寒湖から
弟子屈町を結ぶ約 40キロの阿寒
横断道路開削の難工事を完成さ

せ、後に阿寒国立公園の指定や道東観光発展の基礎を
築くことに寄与されたというご縁で、昭和58年に旧東
市来町と姉妹町盟約を締結させていただきました。平
成17年に日置市に合併後も盟約を継承し、無事に40周
年の節目の年を迎えることができ、大変うれしく思い
ます。私自身、25年前に東市来中学校の生徒として交
流事業に参加し、遠く離れた北海道に友人ができると
同時に、この日本の南北の長さを肌で感じたことが、自
分の価値観形成に大きな影響を与えています。
　この40年間は中学生交流事業に始まり、両市町の特
産品販売など、様々な分野での交流を通じて、繋がりを
深めることができたと感じております。
　40周年の節目をむかえ、徳永哲雄町長様をはじめ、関
係各位に敬意を表し心から厚く御礼申し上げますとと
もに、弟子屈町のこれからの益々のご発展をご祈念申
し上げ、姉妹都市盟約40周年によせる言葉とさせてい
ただきます。

　昭和58年に旧東市来町と姉
妹町盟約を締結、平成17年に日
置市となられてからも姉妹都
市盟約を継承し、本年40周年を
迎えました。故永山在兼氏が弟

子屈町から西に走る阿寒への道をつないだご縁か
ら、日本の南北に暮らす私たちのご縁へとつながり
ましたことに改めて感銘を受けますとともに、これ
までの姉妹都市交流に深く感謝を申し上げます。
　この40年の間、中学生による交流事業、それぞれの
特産品の販売交流事業などを進め、平成27年には「摩
周和牛」という、日置市からお譲りいただきました黒
毛和牛から本町の新たな特産品を創出することがで
きました。また、永山市長におかれましては、中学生
時代に交流事業で来町されており、姉妹都市関係の
絆が芽吹かれたような気がいたします。
　40周年の節目に当たり、永山由高市長様をはじめ、
関係各位に敬意を表するとともに、日置市並びに市
民の皆様の益々のご繁栄をご祈念申し上げ、姉妹都
市盟約40周年記念の言葉とさせていただきます。
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ま
た
近
年
は
、
互
い
の
ま
ち
を
行
き
来
し

て
の
物
産
交
流
も
実
施
。
さ
ら
に
平
成
25
年

５
月
に
は
、
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
で
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
繁
殖
用
肉
牛

「
か
ね
は
る
」
を
は
じ
め
、
現
在
ま
で
に
３

頭
の
和
牛
が
日
置
市
か
ら
本
町
に
贈
ら
れ
る

な
ど
、
畜
産
業
で
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
姉
妹
町
盟
約
締
結
10
周
年
を
迎
え
た

１
９
９
３（
平
成
５
）
年
に
は
東
市
来
町

で
、
20
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
３（
平
成
15
）

年
に
は
本
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
式
典
が
行

わ
れ
、
友
好
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
、
相
互

の
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
２
０
０
５（
平
成

17
）
年
に
は
、
東
市
来
町
が
周
辺
３
町
と
の

合
併
に
よ
り
日
置
市
と
な
り
、
姉
妹
都
市
盟

約
継
承
締
結
式
が
日
置
市
で
行
わ
れ
、
こ
れ

ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
交
流
を
確
認
。
30
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
３（
平
成
25
）
年
に
は
、
本

町
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
そ
し
て
今
年
、

姉
妹
都
市
盟
約
締
結
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

40
周
年
記
念
式
典

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
友
好
誓
う

本
町
と
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
盟
約
締
結

40
周
年
記
念
式
典
が
11
月
４
日
、
鹿
児
島
県

日
置
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
德

永
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
弟
子
屈
町
訪
問

団
、
日
置
市
の
永
山
市
長
や
同
市
議
会
の
並

松
安
文
議
長
な
ど
約
80
人
が
出
席
し
、
節
目

を
祝
い
ま
し
た
。
記
念
品
の
交
換
で
は
、
本

町
か
ら
は
本
町
在
住
の
写
真
家
　
水
越
武
氏

が
撮
影
し
た「
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ（
摩
周
岳
）、

摩
周
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
の
写
真
」
が
、
日

置
市
か
ら
は
同
市
美
山
地
区
の
ガ
ラ
ス
工
房

ウ
ェ
ル
ハ
ン
ズ
井
出
江
里
子
氏
に
よ
る

「
レ
ー
ス
ガ
ラ
ス
の
器
」
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
釧
路
湿
原
・
阿
寒
・
摩
周
シ
ー

ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ（
桐
木
茂
雄
ル
ー
ト
代

表
）
で
は
、
永
山
在
兼
氏
の
偉
業
を
再
認
識

す
る
た
め
に
阿
寒
横
断
道
路
の
環
境
整
備
や

永
山
峠
の
標
柱
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
そ
の
一
環
と
し
て『
永
山
在
兼
物
語
～

道
路
づ
く
り
に
人
生
を
捧
げ
た「
阿
寒
国
立

公
園
の
父
」
～
』
と『
永
山
在
兼
～
大
自
然

を
車
で
旅
す
る
時
代
へ
　
観
光
と
道
路
を
結

び
付
け
た
先
駆
者
～
』
の
２
冊
の
郷
土
学
習

副
読
本
を
刊
行
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
２

冊
を
監
修
し
た
永
山
在
兼
氏
の
お
孫
さ
ん
　

田
中
み
ど
り
氏
も
出
席
し
、
両
市
町
へ
そ
れ

ぞ
れ
１
０
０
部
ず
つ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

▶
弟
子
屈
町
か
ら
日
置
市
へ

　﹁カ
ム
イ
ヌ
プ
リ（
摩
周
岳
）、摩
周
カ
ル
デ
ラ
の
外
輪
山
の
写
真
﹂

◀
日
置
市
か
ら
弟
子
屈
町
へ﹁
レ
ー
ス
ガ
ラ
ス
の
器
﹂

令和５年８月　中学生交流事業

永山在兼
～大自然を車で旅する時代へ
観光と道路を結び付けた先駆者～

永山在兼物語
～道路づくりに人生を捧げた
「阿寒国立公園の父」～

平成25年　日置市から贈られた繁殖用肉牛
「かねはる」とその子「喜金春」

発行：釧路湿原・阿寒・摩周シーニック
バイウェイ発行発行：草野作工株式会社
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弟
子
屈
町
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ル

　
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
家
庭
間

の
連
絡
や
防
犯
に
も
役
立
ち
、
大
変
便
利
な

も
の
で
す
が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
学
習
や

生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
た
危
険
や
ト

ラ
ブ
ル
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
家
庭
も
あ
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
使
用
さ
せ
る
場
合
は
必

ず
家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
弟
子
屈
町
の
全
家
庭
で
守
っ
て
も

ら
い
た
い
最
低
限
の
ル
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
北
海
道
教
育
委
員
会
で
は
、
１
日
の
メ

デ
ィ
ア
使
用
・
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
を
２
時
間

以
内
と
推
奨
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
科
学

の
観
点
か
ら
２
時
間
以
上
の
使
用
は
脳
の
発

達
に
支
障
が
出
る
と
い
う
研
究
も
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
学
習
、
運
動
、
読
書
、
家
族
と
の
団
ら
ん

の
時
間
を
含
め
た
、
１
日
の
生
活
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
上
で
も
妥
当
と
思
わ
れ
る
時
間
で

す
。
２
時
間
以
上
使
用
す
る
状
況
が
続
く

と
、「
ス
マ
ホ
依
存
症
」
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面

か
ら
出
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
が
目
に
入
り
続
け

る
と
、
脳
が
眠
る
ま
で
の
時
間
が
遅
く
な
る

と
い
う
科
学
的
実
証
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
布
団
に
入
っ
て
身
体
は
寝
て
い
る
も
の

の
、
実
際
に
は
脳
が
眠
っ
て
い
な
い
た
め
無

意
識
の
う
ち
に
睡
眠
不
足
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
使
用
終
了
時
刻
を

し
っ
か
り
と
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
使
用
後
は
保
護
者
が
見
え
る
場
所
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
置
く
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
睡
眠
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
匿
名
の
書
き
込

み
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
使
い
方
に

よ
っ
て
は
、
被
害
者
に
な
る
だ
け
で
な
く
加

害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誹
謗
・
中
傷
の
書
き
込
み
が
い
じ
め
に
発
展

し
、
最
悪
の
場
合
、
自
殺
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
近
年
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
書
き
込
ん
だ
情
報
か
ら
個
人
が
特
定

さ
れ
、
つ
け
狙
わ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

か
ね
ま
せ
ん
。
自
分
の
安
全
を
守
る
た
め
に

も
情
報
発
信
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
策
も
落
ち
着
き
、
弟
子
屈
中
学
校
で

も
コ
ロ
ナ
以
前
と
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
各
行
事

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
３
年
間
制
約
さ
れ
た
状
況
下

が
続
い
た
た
め
、
生
徒
は
コ
ロ
ナ
以
前
の
弟

子
屈
中
学
校
の
行
事
を
体
験
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
新
た
な
形
で
の
行
事

を
、
生
徒
会
を
中
心
と
し
た
生
徒
・
教
員
が

協
力
し
て
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
体
育
祭
は
、
保
護
者
や
町
民
の

方
々
に
制
限
な
く
観
覧
し
て
い
た
だ
き
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
肌
寒
く
小
雨
が
降
る

中
で
も
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
り
、

玉
入
れ
、
縄
跳
び
、
綱
引
き
な
ど
の
競
技
に

も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
文
化
祭
も
体
育
祭
同
様
、
制
限
な
く
公
開

し
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
中
学
校
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
会
書
記
局
が
考

え
た
『
青
春
し
た
い
宣

言
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
各
学
年
で
工
夫
を

凝
ら
し
た
演
劇
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発

表
、
３
年
生
が
ダ
ン

ボ
ー
ル
で
制
作
し
た
巨

大
な
「
ネ
コ
バ
ス
」、
各

学
級
が
心
を
込
め
て
歌
っ
た
合
唱
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
当
日
は
生
徒
た
ち
が

こ
の
日
の
た
め
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
コ
ロ
ナ

前
に
行
わ
れ
て
い
た
生
徒

会
企
画
が
復
活
し
、
有
志

に
よ
る
歌
や
バ
ト
ン
、

サ
ッ
カ
ー
の
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
ル
ー
ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー

ブ
、
居
合
道
の
発
表
な
ど

多
種
多
様
な
演
目
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
文
化
祭
が
終
わ
っ
た
あ
と
は
、
生
徒
会
書

記
局
は
活
動
の
中
心
が
３
年
生
か
ら
２
年
生

へ
と
引
き
継
が
れ
新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
新
生
徒
会
書
記
局
も
新
た
な
弟
子
屈
中

学
校
の
伝
統
を
作
る
た
め
奮
闘
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

問い合わせ先／弟子屈町生徒指導連絡協議会　事務局（弟子屈中学校）☎４８２‐２０７１

弟
子
屈
町
生
徒
指
導

　
　

 

連
絡
協
議
会
便
り

№21

令和５年
12 月１日

弟
子
屈
中
学
校

　
　
　
　

 

生
徒
た
ち
の
活
動

①�

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
、
テ

レ
ビ
等
の
使
用
時
間
は
１
日
２
時

間
以
内
に
し
ま
し
ょ
う
。

②�

使
用
時
間
帯
　
小
学
生
は
午
後
８

時
３０
分
ま
で
、中
学
生
は
午
後
９
時

３０
分
ま
で
に
し
ま
し
ょ
う
。

③�

書
き
込
み
な
ど
情
報
を
発
信
す
る

と
き
に
は
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
今
年
も
、
本
格
的
な
冬
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
協
議
会
の
理
念
で
あ
る
「
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
、児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成
に

関
わ
っ
て
い
く
」の
も
と
、今
後
も
関
係
各

団
体
か
ら
の
情
報
発
信
や
、
町
民
の
皆
様

へ
の
情
報
提
供
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、町
内
で
の
子
ど

も
た
ち
の
様
子
で
お
気
づ
き
の
こ
と
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
弟
子
屈
町
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会

　
事
務
局（
弟
子
屈
町
立
弟
子
屈
中
学
校
）

　
　
　
　
　
電
話
　
４
８
２
︱
２
０
７
１
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▶命を大切にしよう

▶生活のリズムを守ろう

▶ 非行を起こさないよう
にしよう

▶ 事故には充分に注意し
よう

・外出するときには、帰宅時間や行き先を保護者に必ず伝えましょう。
・ ゲームセンターやカラオケボックスなどの遊技場を利用する際は、学

校のルールを守りましょう。
・ 軒下や雪山、河川や湖の立入禁止区域など、危険な場所には行かない

ようにしましょう。
・帰宅時間を守りましょう（小学校・中学校・高校で異なります）。
・小中学生のみでの外泊は禁止です。
・計画的に学習に取り組み、苦手な範囲を復習しましょう。
・ 「弟子屈町メディアルール」を守り、インターネットを通したトラブル

には充分気をつけましょう。

弟子屈小学校☎482-2044 　川湯小学校　☎483-2041 　和琴小学校　☎484-2061 　美留和小学校☎482-1097
弟子屈中学校☎482-2071 　川湯中学校　☎483-2337 　弟子屈高校　☎482-2237

弟子屈町　弟子屈防犯協会　川湯防犯協会　弟子屈町少年補導委員会
弟子屈警察署☎482-2110　　川湯駐在所☎483-2151

＜ 冬 休 み 期 間 ＞
町内各小中学校→12月23日㈯～令和６年１月14日㈰
弟子屈高等学校→12月23日㈯～令和６年１月15日㈪

令和５年度
冬休みの
しおり 安全にすごすために安全にすごすために

　間もなく子どもたちが楽しみにしている冬休みが始まります。冬休み期間は子ど
もが地域に出て過ごす時間が多くなります。町民の皆様におかれましては、見守り

の輪を広げ、時には声をかけていただけるとありがたく存じます。地域の子どもたちに関心を持っていただき、
ご協力いただけますようよろしくお願いいたします。
　一方、インターネット等を介したトラブルが大きな社会問題になっています。どこに住んでいても犯罪に巻
き込まれる危険性があります。各家庭におかれましては、スマホやゲーム機器等の使用にかかわる家庭でのルー
ルづくりやフィルタリングの設定、「弟子屈町メディアルール」の活用などを通して、子どもたちを守ってい
ただければと思います。

弟子屈町生徒指導連絡協議会・弟子屈町教育委員会

町民の皆さんへ

問い合わせ先／弟子屈町農林課農政係　TEL:482-2936　弟子屈町農業委員会　TEL:482-2949

メール：nourin@town.teshikaga.hokkaido.jp 弟子屈町　地域計画

　広報11月号７ページにてお伝えしています地域計画に係る取組については、アンケートや話し合いの実施

に向けて準備を進めているところです。地区説明会の詳細は、１月号以降の広報およびホームページでお伝え

しますので、営農している地区の説明会へ参加をお願いいたします。

地域計画（目標地図）に係る今後の
取組みについて

16広報てしかが 2023.12



ま
ち
づ
くり
政
策
課
政
策
調
整

皆

皆

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
政
策
調
整
係
　
４
８
２
‐
２
９
１
３（
課
直
通
）

誹
謗（
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ぼ
う
）

ご
投
函

ご
投
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対
し

皆

令
和
６
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ま
ち
づ
くり
政
策
課
政
策
調
整

皆

皆

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
政
策
調
整
係
　
４
８
２
‐
２
９
１
３（
課
直
通
）

誹
謗（
ひ
ぼ
う
）

ご
投
函

ご
投
函 谷谷

対
し

皆

令
和
６

12
月
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て

忘
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
の
イ
ベ
ン

ト
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
と
違

う
豪
華
な
食
事
や
、
年
末
だ
か
ら
と
飲
み
す

ぎ
て
い
つ
も
よ
り
摂
取
す
る
カ
ロ
リ
ー
が
増

え
る
上
に
、
外
も
寒
く
、
運
動
す
る
機
会
が

減
っ
て
、
体
重
が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
は
太
っ
て
し
ま
う
条
件
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
食
事
の
面
で
い
う
と
、
忘
年
会
で
は
お

酒
、
揚
げ
物
、
炭
水
化
物
、
締
め
の
ラ
ー
メ

ン
を
食
べ
る
こ
と
や
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
は
ケ

ー
キ
、
チ
キ
ン
、
お
寿
司
、
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
な
ど
を
食
べ
る
機
会
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。

　
忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
の
食
事
の
特
徴
と

し
て
は
揚
げ
物
な
ど
が
多
く
な
り
や
す
く
、

脂
質
の
摂
り
す
ぎ
に
つ
な
が
り
や
す
い
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　
年
末
年
始
の
食
事
と
い
え
ば
お
せ
ち
、
お

汁
粉
、
お
雑
煮
、
甘
酒
な
ど
あ
り
、
糖
質
が

多
い
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
ま

た
、
お
せ
ち
の
料
理
は
日
持
ち
す
る
よ
う
に

塩
分
や
甘
み
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

▼
糖
質
が
多
い
料
理
：
黒
豆

　栗
き
ん
と
ん

　伊
達
巻

　な
ま
す

　煮
物

▼
塩
分
が
多
い
料
理
：
数
の
子

　か
ま
ぼ
こ

　昆
布
巻
き

　煮
物

　
お
せ
ち
に
入
っ
て
い
る
料
理
は
、
縁
起
の

い
い
食
べ
物
で
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

料
理
を
少
し
ず
つ
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

お
餅
を
1
度
に
3
つ
も
4
つ
も
食
べ
て
し
ま

う
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
販
の
角
餅
2

個
で
ご
は
ん
茶
碗
1
杯
分
の
カ
ロ
リ
ー
同
じ

く
ら
い
の
量
で
す
。
砂
糖
醤
油
、
き
な
こ
と

砂
糖
、
あ
ん
こ
、
雑
煮
な
ど
で
食
べ
る
と
さ

ら
に
カ
ロ
リ
ー
が
増
え
て
し
ま
う
の
で
、
気

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
末
年
始
は
特
別
な
食
事
と
な

り
、
野
菜
を
食
べ
る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
う

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
気
づ
い
た
と
き
に
は
野

菜
を
摂
る
よ
う
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
の
食
事
と
な
る
と
ど
う
し
て

も
食
べ
す
ぎ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

自
分
の
食
べ
る
量
を
把
握
す
る
た
め
に
、
大

皿
を
皆
で
つ
つ
く
の
で
は
な
く
、
食
べ
る
前

に
と
り
皿
に
分
け
る
と
食
べ
す
ぎ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
冬
太
り
を
解
消
す
る
に
は
運
動
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
代
謝
だ
け
で
み
る
と
、
人
間
は
冬

の
寒
さ
に
耐
え
る
た
め
、
基
礎
代
謝
を
上
げ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ど
ん
ど
ん
消
費
す
る
体
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
が
一
番
痩

せ
や
す
い
時
期
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

っ
か
り
汗
を
か
く
運
動
で
な
く
て
も
、
普
段

の
身
体
活
動
量
を
増
や
す
だ
け
で
も
十
分
な

運
動
に
な
り
ま
す
。
年
末
の
大
掃
除
で
し
っ

か
り
身
体
を
動
か
す
と
か
、
お
正
月
の
ち
ょ

っ
と
し
た
買
い
物
や
初
詣
に
歩
い
て
行
く
と

い
っ
た
よ
う
に
、
運
動
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

1
年
に
1
度
の
お
祝
い
事
な
の
で
、
イ
ベ

ン
ト
は
し
っ
か
り
楽
し
ん
で
、
そ
の
あ
と
の

食
事
と
運
動
で
冬
太
り
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

<
健
診
、
受
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
>

　
令
和
５
年
度
の
特
定
健
診
や
が
ん
検
診
を

受
け
忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？
特
定

健
診
、
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
方
や
、
受
け

方
が
わ
か
ら
な
い
方
は
、
健
康
こ
ど
も
課
健

康
推
進
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
7
5
歳

未
満
の
方
が
役
場
の
助
成
で
健
診
を
受
け
た

場
合
は
摩
周
湖
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
き

ま
す
の
で
、
個
別
に
受
診
し
て
、
ま
だ
ポ
イ

ン
ト
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
の
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
も
随
時
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
受
診
可
能
か

確
認
す
る
項
目
が
い
く
つ
か
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
健
康
こ
ど
も
課
健
康
推
進
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4
月
頃
に
送
付
し
て
い
る
「
４0
歳
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
」「
乳
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
」「
歯
周
疾
患
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
」「
骨
粗
鬆
症
健
診
ク
ー
ポ
ン
」
は
令

和
6
年
3
月
末
ま
で
が
利
用
期
限
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ご
利
用
に
な
っ
て
い
な
い
方

は
、
お
得
に
受
け
ら
れ
る
期
間
に
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課
健

康
推
進
係
☎
4
8
２
︲
２
9
３
５
（
課
直

通
）
ま
で
。

鈴
すず

木
き

萌
ほ

乃
の

ちゃん
江
え

上
がみ

桃
とう

玄
げん

くん
内
ない

藤
とう

結
ゆ

月
づき

ちゃん

Stop！冬太り！Stop！冬太り！

今月の管理栄養士

八
はっ

田
た

早
さ

那
な

子
こ

さん
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▶北海道後期高齢者医療広域連合
【住所】〒０６０－００６２ 札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階
【電話】０１１－２９０－５６０１

▶弟子屈町役場 健康こども課 保険年金係
【電話】４８２－２９３５（課直通）

問い
合わせ先

後期高齢者医療制度のお知らせ
～  医療費のお知らせ（医療費通知）について  ～

●「医療費のお知らせ」とは
　健康管理の重要性をより強く意識していた
だくため、対象期間に医療機関等を受診した
すべての被保険者の皆様へ診療日数や医療費
等を掲載した「医療費のお知らせ（医療費通
知）」を、年２回、はがきで送付しています。

受診月日 診療を受けた医療機関等 診療区分 自己負担額
食事療法・生活療養費

医療費の総額日数
回数 費用額 標準負担額

令和５年1月 ○○薬局 医科外来 18,0001

令和５年2月 ××薬局 調剤 10,0001

令和５年3月 △△薬局 医科入院 202,000 5,4005

合計 230,000

1，800

1,000

20，200 15

23,000

11,490

11,490 5,400

【イメージ図】

◆「医療費のお知らせ」を活用しましょう
　診療日数や医療費等に間違いがないか確認するとともに、医療費の推移や健康状況を把握することで自身
の健康管理に努めましょう。

◆医療費控除の申告について
　医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使
用することができます。医療費控除の申告に関する
ことは、税務署にお問い合わせください。

◆発送予定月・対象診療月
発送月 診療月

令和６年１月（上旬) 令和５年１月～９月
令和６年２月（下旬) 令和５年10月～12月

差
出

有
効

期
間

令
和

６
年

３
月

 31日
ま

で

料
金

受
取

人
払

郵
便

まちづくり政策課 政策調整係

　
行

釧
路

中
央

局

３０８９

釧路北部地域雇用創造協議会 講習会開催のお知らせ
当協議会では、専門家をお招きして事業者向けの講習会や、仕事を探していらっしゃる方・すでに働いて
いらっしゃる方々のスキルアップの講習会を実施しております。

12月開催予定の講習会は以下のとおりです。ご参加は【無料】となっております。

· AI活用講習会では、最近よく話題になっているAI(ChatGPTやBardなど)をビジネスでどう使うか、AIを
使うことのメリットなどを、AIを使いこなしている専門家をお招きして学習します。
•PCスキル基礎講座は、主にExcelの基本的な使い方や、仕事で使えるパソコンの基礎知識を、工房一丁目

の松本オーナーを講師に学習します。
•ドローンについて学ぶ会は、釧路のドローン映像制作会社の森川代表から、ドローンを扱うための基礎知

識や法令を座学でお教えいただいた後に、午後からは実機とシミュレーターを使って実際の使い方を体験
していただきます。

　どの講習会もすぐに今後のビジネスや就労に役立つお話しになる予定ですので、事業をされている方・こ
れから事業を始めたい方・スキルアップをしたいという方は是非ご参加ください。

12/５㈫ 13:30～16:30：ビジネスが伸びる ＡＩ活用講習　　 　場所・弟子屈町公民館１Ｆ研修室
12/９㈯ ９:30～16:30：ＰＣスキル基礎講座　　　　　　　　　場所・弟子屈町公民館１Ｆ研修室
12/13㈬ ９:30～16:30：ドローンについて学ぶ会　　　　　　　場所・釧路圏摩周観光文化センター

フォーム以外でのお申し込みや講習会の詳細は、釧路北部地域雇用創造協議会のウェブサイトを

ご覧いただくか、事務局までご連絡ください。

TEL   050-8892-0280（協議会直通）　ウェブサイト https://stt-job.com
お申し込みフォームは

QRコードから
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まちづくり政策課 政策調整係

　
行

釧
路

中
央

局

３０８９
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問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

小型家電回収の一部料金の価格改定について

お問い合わせ
お申し込み先

　弟子屈町では、使用済み小型家電を従来の回収ボックスや美留和処理場への持ち込みによる回収方法に加え、
「小型家電リサイクル法」の認定事業者である｢リネットジャパンリサイクル㈱｣と協定を締結し、『宅配便によ
る回収』をしております。12月１日より回収料金の改定が行われるため、改めてお知らせします。

● 「ノートパソコン」、「一体型パソコン」、「デスクトップパソコンの本体」のいずれかを含むダンボール１箱分の回収料
金が無料です。ただし箱の縦・横・高さの長さの合計が140㎝以内で重さ20㎏以内の物に限ります。

● 「ノートパソコン」、「一体型パソコン」、「デスクトップ型パソコンの本体」を含まない場合や、２箱目以降は１箱につ
き1,760円 (税込）の回収料金が発生します。

●パソコンのモニターも回収可能です。ただし、ブラウン管モニターは3,300円（税込）の追加料金が発生します。
●対象外の物＜テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機、石油・灯油を利用したストーブ類など＞

◆従来の出し方も可能です（ごみ袋不要・料金無料）※たたしパソコンのモニター等は受入不可。
　(1) 回収ボックスへ持ち込む　※投入口30㎝×30㎝に入る物
　(2) 美留和処理場へ持ち込む　※回収ボックスに入らない物はこちらへ

リネットジャパンへ申込
https://www.renet.jp

※FAXでも申込可
　専用用紙は役場窓口へ

パソコン等を
ダンボールに詰める

宅配業者が希望日時に
自宅から回収

申込み 詰める 回収

宅配便による
回収手順

スマホ・ＰＣから　‥　リネットジャパンリサイクル㈱のHP https://www.renet.jpへ
お電話から　‥‥‥‥　お問い合わせ専用窓口　☎ ０５７０‐０８５‐８００ (10時～17時）へ
　※申し込み方法は、インターネットまたはＦＡＸのみになります。
　　ＦＡＸでの申し込みに必要な専用用紙は役場窓口まで
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お問い合わせ先／役場福祉課地域福祉係☎４８２-２９２１（課直通）、川湯支所☎４８３-２０４３

　11月１日から福祉灯油等購入助成の受付けを開始しまし
た。助成を希望される方は期間内に申請されますようお願い
致します。
　なお、詳細については以下のとおりです。

福祉灯油等購入助成福祉灯油等購入助成のの
申請申請をを受付受付けていますけています

〇助成の対象
　11月１日現在、弟子屈町に住民票があり、世帯員全員の町民税が非課税である次のいずれか
に該当する世帯となります。
　☆高齢者世帯… 11月１日時点で、70歳以上の方のみで構成される世帯
　　　　　　　　 ＜ただし18歳未満（※）の児童のみと同居の場合も含みます＞
　☆障がい者世帯…療育手帳Ａ判定の交付を受けている方などがいる世帯
　　　　　　　　　身体障害者手帳１級または２級の交付を受けている方がいる世帯
　　　　　　　　　精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けている方がいる世帯
　　　　　　　　　※助成の対象となるのは上記に該当する方のみとなります。
　☆ひとり親世帯…18歳未満（※）の児童とその父または母のいずれか一方によってのみで構成される世帯
　　　　　　　　　※今年度18歳に達する方を含みます。

　 　ただし、対象となる方が福祉施設に入所している世帯や、生活保護を受けている世帯、弟子屈町に生活実態
のない世帯は該当しません。また、状況によっては該当とならない場合もありますので、あらかじめご了承く
ださい。

〇助成の内容
　基準額（世帯につき）　　　10,000円
　加算額（対象者１人につき） 5,000円
〇助成の方法
 申請より順次、対象となる方についてはご指定の口座に振り込み
ます。
〇必要書類
　・印鑑と振込先の通帳またはキャッシュカード
　・障がい者世帯の場合は手帳をお持ち下さい。
〇申請受付け期間
 令和６年１月３1日㈬まで

　なお、窓口に来られない方は福祉課へご相談ください。

 希望される方は印鑑と振込先となる通帳をお持ちの上、平日８時45分～17時30分に弟子屈町役場福祉課ま
たは川湯支所にて申請してください。

　㈲摩周植物園
(古瀬廣幾代表
取締役)の皆さ
ん が10月12日、
池の湯と川湯の
外来植物の防除
作業を行いまし
た。今回、町内
に増え続けるオオハンゴンソウとアメリカオニアザミ
の防除に協力したいとの意向で行われたもので、環境
省阿寒摩周国立公園管理事務所指導の下、２名で丁寧
に作業を行いました。

地域の役に立ちたい
社会貢献いろいろ
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2023.12／№282 Teshikaga.Town.Sports.NEWS
社会教育課スポーツ係
☎482-2948（課直通）／　 482-2343

　
釧
路
労
災
病
院
の
推
井
基
陽
理
学
療

法
士
、
猫
塚
龍
之
介
療
法
士
、
別
海
町

立
病
院
の
大
道
駿
太
郎
理
学
療
法
士
に

よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室
（
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
10
月
21
日
、
弟
子
屈
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
教
室
で
は
、
３0
名
が
参
加

し
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
防
止
の
た
め
の
ス

ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学

び
ま
し
た
。
教
室
の
前
後
で
行
っ
た
セ

ル
フ
テ
ス
ト
で
は
、
柔
軟
性
の
向
上
を

実
感
す
る
参
加
者
が
多
く
、
日
頃
か
ら

行
う
こ
と
の
重
要
性
も
参
加
者
全
員
が

理
解
し
ま
し
た
。

町
内
各
地
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
町
教
育
委

員
会
・
弟
子

屈
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員

協
議
会
主
催

の
地
域
巡
回

ス
ポ
ー
ツ
教

室
が
町
内
５

会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

普
段
親
し
む

こ
と
の
少
な
い
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

　
町
教
育
委
員
会
、
弟
子
屈
町
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
主
催
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
11
月
12
日
摩
周
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
交
流
会
に
は
、
３2
人
が
参
加
。
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
指
導
の
下
、
一

緒
に
活
動
す
る
こ
と
の
少
な
い
他
少
年

団
の
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
教
室
開
催

▼
主
催
／
町
教
育
委
員
会

▼
日
時
／
1
月
6
日
㈯
７
日
㈰

10
時
～
11
時
50
分

予
備
日
／
１
月
1３
日
㈯
10
時
～
11
時

50
分

▼
場
所
／
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場

▼
対
象
者
／
年
長
か
ら
小
学
校
６
年
生

▼
講
師
／
守
屋
結
香
さ
ん
・
大
宮
博
史

さ
ん
他

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
12
月
27
日
㈬

※
リ
ン
ク
の
造
成
や
、
悪
天
候
に
よ
り

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
は
予
備
日
の
1３
日
㈯
の
み
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

貸
出
や
っ
て
い
ま
す

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
の
備
品
の
貸

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
·
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

　
·
歩
く
ス
キ
ー
セ
ッ
ト

　
·
ス
ケ
ー
ト
シ
ュ
ー
ズ

　
サ
イ
ズ
や
数
、
備
品
に
よ
っ
て
は
貸

出
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
ケ
ー
ト
場
情
報

　
町
営
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
12

月
25
日
㈪
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　
気
象
状
況
に
よ
り
、
オ
ー
プ
ン
日
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
前
に
あ
ら
か
じ
め
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
営
業
時
間
は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
冬
休
み
期
間
／
午
前
９
時
～
午
後

５
時

▼
通
常
／
午
前
９
時
～
午
後
８
時
３0
分

❑
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
係
☎

4
8
２
︲
２
9
4
8（
課
直
通
）ま
で

第
１
０
０
回
箱
根
駅
伝

出
場
決
定

　
箱
根
駅
伝
２
０
２
4
の
予
選
会
が
10

月
1４
日
、
東
京
都
立
川
市
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
夏
、
弟
子
屈
町
で
夏
合

宿
を
行
っ
た
日
本
大
学
駅
伝
部
が
５

位
、
立
教
大
学
駅
伝
部
が
6
位
に
入
り

見
事
予
選
を
通
過
し
ま
し
た
。

　
日
本
大
学
駅
伝
部
は
、
4
年
ぶ
り
90

回
目
の
出
場
、
立
教
大
学
は
２
年
連
続

29
回
目
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

第
２
回
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室

教室の様子

説明を聞く参加者他少年団との交流を楽しむ
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生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

各
部
門
で
日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

第
74
回
弟
子
屈
町
総
合
文
化
祭

　
第
7４
回
総
合

文
化
祭
が
摩
周

観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

２
部
門
に
分

け
て
行
わ
れ
、

9
月
28
日
か
ら

10
月
１
日
に
か

け
て
展
示
部
門

が
開
催
。
1４
の

団
体
と
２
人
の

個
人
の
参
加
者

が
手
芸
や
陶

芸
、
絵
手
紙
な

ど
日
ご
ろ
の
文

化
活
動
の
成
果

が
発
表
さ
れ
、

訪
れ
た
方
々
を

楽
し
ま
せ
ま
し

た
。芸

能
発
表

は
10
月
29
日

に
開
催
し
、

4
７
５
人
が

来
場
し
ま
し

た
。
16
団
体

か
ら
延
べ
２

３
５
人
が
参

加
し
吹
奏
楽

や
舞
踊
、
お
琴
な
ど
練
習
を
重
ね
て
き

た
成
果
を
披
露
。会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

惑
星
に
つ
い
て
学
ぶ

て
し
か
が
の
星
空
楽
し
み
方
講
座

　
公
民
館
講
座
「
て
し
か
が
の
星
空
楽

し
み
方
講
座
第
３
回
～
望
遠
鏡
で
木
星

と
土
星
を
観
察
し
よ
う
！
秋
の
星
座
を

探
し
て
み
よ
う
！
～
」
を
11
月
8
日
に

町
公
民
館
で
開
催
し
、
2３
人
が
参
加
し

ま
し
た
。講
師
の
馬
場
一
郎
さ
ん
か
ら

木
星
と
土
星
に
つ
い
て
の
知
識
や
、
秋

の
星
座
の
見
つ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
座

学
で
学
び
ま
し
た
。曇
り
空
だ
っ
た
た

め
駐
車
場
で
の
観
察
会
は
実
施
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
木
星
や
土
星
の
公

転
周
期
か
ら

次
に
見
や
す

い
時
期
の
説

明
な
ど
も
あ

り
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は

深
い
学
び
を

得
て
い
ま
し

た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
杉
山
悦
子
さ
ん
が
釧
路
管
内
社
会
教

育
委
員
永
年
勤
続
功
労
に
表
彰
さ
れ
、

10
月
18
日
に
釧
路
管
内
社
会
教
育
委
員

連
絡
協
議
会
大
島
守
会
長
よ
り
表
彰
状

と
記
念
品
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

表
彰
は
、
社
会
教
育
委
員
と
し
て
8
年

以
上
在
任
し
た
方
を
対
象
と
し
た
も
の

で
す
。

　
杉
山
さ
ん
は
、
平
成
27
年
か
ら
当
町

の
社
会
教
育
委
員
と
し
て
活
動
し
て
い

る
ほ
か
、
弟
子
屈
町
未
来
こ
ど
も
協
議

会
会
員
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、
子
ど
も

に
係
る
育
成
事
業
に
多
く
携
わ
っ
て
い

ま
す
。杉
山
さ
ん
は「
今
後
も
委
員
会
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
携

わ
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
話
し
し
て
い

ま
し
た
。

冬
休
み
子
ど
も
映
画
会
を
開
催

　
学
校
の
冬
休
み
期
間
に
、
公
民
館
で

映
画
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
会
場
／
町
公
民
館
講
堂

▼
日
時
／
令
和
6
年
１
月
11
日
㈭

▼
内
容
／
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
作
品
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
上
映
作
品
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切
／
12
月
25
日
㈪

❑
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
／
社

会
教
育
課
☎
4
8
２
︲
２
9
4
8
ま

で
。ア

イ
ヌ
民
族
資
料
館
資
料
紹
介

　
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館

の
収
蔵
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

№
2
　
タ
マ
サ
イ（
首
飾
り
）

　「
タ
マ
サ
イ
」は
ア
イ
ヌ
語
で
玉
の
連

な
り
を
意
味
し
、
女
性
が
儀
礼
の
際
に

晴
れ
着
と
と
も
に
身
に
着
け
る
首
飾
り

で
す
。

　
ガ
ラ
ス
玉
を
糸
に
通
し
連
ね
て
作
ら

れ
て
お
り
、中
央
部
分
の
胸
飾
り
は「
シ

ト
キ
」と
呼
ば
れ
、金
属
製
の
円
板
や
漆

器
類
の
蓋
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
ガ
ラ
ス
玉
の
み
で
作
ら
れ
た
も

の
を「
タ
マ
サ
イ
」、
胸
飾
り
の
つ
い
た

首
飾
り
全
体
を「
シ
ト
キ
」呼
ぶ
場
合
も

あ
り
ま
す
。使
わ
れ
て
い
る
ガ
ラ
ス
玉

は
青
、黒
、白
、黄
、赤
な
ど
の
ほ
か
、さ

ま
ざ
ま
な
模
様
を
つ
け
た「
ト
ン
ボ
玉
」

も
使
わ
れ
て
お
り
、
ガ
ラ
ス
玉
は
北
海

道
で
は
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

交
易
に
よ
り
手
に
入
れ
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
　

　
タ
マ
サ
イ
は
母
か
ら
娘
へ
、
姑
か
ら

嫁
に
と
代
々
伝
え
ら
れ
る
女
性
の
宝
物

（
イ
コ
ロ
）で
あ
り
ま
し
た
。

展示の様子

川湯ばやし保存会の力強い演奏

タマサイ

表彰状を手に

質問も多く飛び交いました

月の摩周を踊る皆さん

　川湯学級は、11月16日に川湯ふるさと館
で、弟子屈学級は22日に町公民館講堂で、
手芸学習を行いました。今回は紙コップと
毛糸で小物入れを作り、細かな作業に集中
して取り組
みました。学
級生は「家で
も作ってみ
たい」と話し
ていました。

生きがい講座で生きがい講座で
学んでいます！学んでいます！

集中して取り組む皆さん
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＋１や＋４４などから始まる番号、たとえば

＋１３１２３４５６７８

＋４４６９８７６５４３２

このような表示の電話には出ない、かけ直さないよう、ご注意ください。

海外との電話が不要な方は、発信・着信を無償で休止できます。

（固定電話・ひかり電話が対象です。）

詐欺電話がきたら＃9110

令和５年１２月発行 第３１５号
弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２－２１１０（弟子屈警察署内）

詳細情報はこちらから

国際電話不取扱受付センター

電話番号 ０１２０－２１０－３６４（通話料無料）

取扱時間 オペレータ案内：平日午前９時から午後５時まで

自動音声案内：平日、土日祝２４時間

お申し込み・お問い合わせはこちらからお申し込み・お問い合わせはこちらから

交番だより　令和５年12月号

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/index.html

地 域 安 全 ニュース
令和５年12月発行　第315号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

※ 講習は、警察署で免
許更新の手続きを済
ませた後に受講して
下さい。

更新時講習の更新時講習の
ご案内ご案内

講 習 時 間

場 所

場 所

優良講習
11：30

一般講習
13：00

違反講習
９：00

初回講習
14：15

町公民館

12月20日㈬

冬期間における交通事故防止

飲酒運転の根絶！～飲んだら乗るな！～

～「急」のつく行動は危険！～

電話でお金の話は詐欺！不安を感じたらすぐ相談！
詐欺電話がきたら♯911０

「急ブレーキ」

「急ハンドル」

「急発進」

通用しません！

「少しだから」
「近くだから」
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図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

移動図書館（図書館バス）

おはなしはらっぱ ☆ぬいぐるみおとまり会を開催しました☆ボランティア
活動

　
ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
が
10
月
21
日
、
町
図

書
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
と
保
護

者
17
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は「
絵
本
の
会
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
」
に

よ
る
読
み
聞
か
せ
の
後
、
図
書
館
に
泊
ま
っ
た
ぬ

い
ぐ
る
み
た
ち
が
館
内
を
探
検
し
な
が
ら
絵
本

を
選
び
ま
し
た
。

　
翌
日
、ぬ
い
ぐ
る
み

を
迎
え
に
来
た
子
ど

も
た
ち
に
絵
本
が
貸

し
出
さ
れ
、ぬ
い
ぐ
る

み
が
探
検
し
て
い
る

写
真
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
た
い
へ
ん
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

 年齢を重ねると、経験とと
もにいろいろな物が増え、さ
らにそこに執着が宿ってどん
どん物に溢れた暮らしになっ
ていきがちですが、これから
の人生、心身ともに快適に暮
らすために、自分の人生・物と
見つめ合いどう断捨離を進め
ていくのか。シニアからでも
成功する断捨離の一冊。

お
す
す
め
の
新
刊

やました　ひでこ／監修

☆
読
書
活
動
講
演
会
﹁
み
ん
な
で
つ

く
ろ
う
紙
芝
居
﹂
の
お
知
ら
せ

美
留
和
在
住
の
紙
芝
居
屋
ト
シ
さ
ん
こ

と
藤
原
俊
和
さ
ん
に
よ
る
お
は
な
し
と
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
で
紙
芝
居
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。
ど
ん
な
紙
芝
居
が
で
き
あ
が
る

か
お
楽
し
み
に
！

今
回
は
、「
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ

シ
ャ
ル
」
と
同
時
開
催
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
／
12
月
９
日
㈯

10
時
〜
12
時

▼
場
所
／
町
公
民
館
２
階
講
堂

▼
定
員
／
30
名

▼
申
込
方
法
／
図
書
館
窓
口
・
電
話
・
フ

ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

▼
申
込
期
限
／
12
月
６
日
㈬

▼
共
催
／
絵
本
の
会
お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ

▽
今
月
の
休
館
日
／
４
日
㈪
・
11
日
㈪
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪
・
28
日
㈭
〜
31
日
㈰

※
新
年
は
１
月
４
日
㈭
か
ら
開
館
し
ま
す
。

『シニアの断捨離 決定版』『シニアの断捨離 決定版』

Ａコース　運行日／12月14日㈭
　　　　　　　　　１月４日㈭・18日㈭

Ｂコース　運行日／12月７日㈭ ･ 21日㈭
　　　　　　　　　１月11日㈭ ･ 25日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:50
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:25～12:50
屈斜路コタン 13:00～13:20
川湯支所 13:55～14:15
川湯の森病院 14:20～14:50
川湯温泉駅前 15:00～15:20
川湯中学校 15:30～15:50

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:50
美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯支所 11:40～12:00
川湯小学校 13:00～13:30
美羅尾ヶ丘会館 14:30～15:00
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

☆２日／ 『おんなじおんなじももんちゃん』
　　　　『ノンタン　サンタクロースだよ』
　　　　『ぐりとぐらのおきゃくさま』
☆16日／『クリスマスはドキドキ』
　　　　『まどから★おくりもの』
　　　　『ねずみくんのクリスマス』
☆23日／『ぜったい　あげちゃダメ？』
　　　　『クリスマスにはおくりもの』
　　　　『クリスマスオールスター』
　※30日はお休みします。

時間／13時～　　場所／町図書館

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

12
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
１
日
㈮
・
15
日
㈮

テーマ さんた・サンタ・さんた

﹃
認
知
行
動
療
法
で
つ
く
る
思
考
・
感

情
・
行
動
の
好
循
環
﹄清

水
　
栄
司
／
著

﹃﹁
な
ん
と
か
な
る
﹂と
思
え
る
レ
ッ
ス
ン
﹄

舟
木
　
彩
乃
／
著

﹃
絵
手
紙
S
D
G
s  
i
n  

J
O
B
U
﹄

澁
谷
　
朋
子
／
編
著

﹃
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
　
夢
を
か
た

ち
に
す
る
言
葉
﹄　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
談
社
／
編
集

﹃
箱
根
駅
伝
　
襷
が
つ
な
ぐ
挑
戦
﹄

読
売
新
聞
運
動
部
／
著

﹃
無
人
島
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
﹄

秋
吉
　
理
香
子
／
著

﹃
１
０
０
年
の
レ
シ
ピ
﹄
友
井
　
羊
／
著

﹃
夫
よ
、
死
ん
で
く
れ
な
い
か
﹄

丸
山
　
正
樹
／
著

﹃
ほ
ん
と
う
は
恐
ろ
し
い
昔
話
﹄

徳
田
　
和
夫
／
監
修

﹃
と
び
ま
せ
ん
。﹄　
柴
田
　
ケ
イ
コ
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

９日の「おはなしはらっぱスペシャル」は
10時から公民館２階講堂で行います。
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元気いっぱいに発表
認定こども園ましゅう第５回園児発表会

日々の成果を発揮
学習発表会を開催

　
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
（
鈴
木
幸
榮
園

長
）
の
第
５
回
園
児
発
表
会
が
11
月
11
日
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
発
表
会
は
、
く
ま
組
に
よ
る
初
め
の
挨
拶

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
園
児
た
ち
は
、
緊
張
し
な

が
ら
も
元
気
な
声
で
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
く
ま
組
に
よ
る
「
お
も
ち
ゃ
の

マ
ー
チ
」
の
演
奏
や
、
つ
ぼ
み
組
に
よ
る

「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
」
の
歌
あ
そ
び
な
ど

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
全
ク
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
を
し
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
う
さ
ぎ

組
に
よ
る
「
や
さ
い
の
お
ふ
ろ
」
の
劇
や
ぞ

う
組
に
よ
る
「
よ
っ
ち
ょ
れ
」
の
踊
り
な
ど

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
の
ク
ラ
ス
が
発
表
し
ま

し
た
。
間
に
行
わ
れ
た
ぞ
う
組
園
児
の
「
将

来
の
夢
」
で
は
、
大
き
な
声
で
発
表
さ
れ
る

た
び
に
保
護
者
席
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
保
護
者
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
歌
や
器
楽
、
劇
な
ど

こ
の
日
の
た
め
に
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
舞
台
の
上
で
元
気
い
っ

ぱ
い
に
披
露
し
、
会
場
が
笑
顔
と
温
か
い
拍
手
で
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

うさぎ組による「やさいのおふろ」

くま組による「おもちゃのマーチ」

ぞう組による「よっちょれ」

　
弟
子
屈
小
学
校
（
渥
美
清
孝
校
長
）

の
学
習
発
表
会
が
11
月
10
日
と
17
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
参
観
人

数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

10
日
は
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
、
17

日
は
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
２
日
に
分

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
１
年
生
に
よ
る
「
学
校

は
楽
し
い
な
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
歌

や
ダ
ン
ス
の
披
露
や
２
年
生
に
よ
る

「
弟
子
屈
の
秘
密
探
検
隊
！
」
と
題
し

ク
イ
ズ
を
入
れ
た
発
表
。
３
年
生
は

「
音
楽
で
み
ん
な
を
元
気
に
し
よ
う
！
」

で
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
や
ダ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
４
年
生
に
よ
る
落
語

「
ぞ
ろ
ぞ
ろ
」
の
中
で
リ
コ
ー
ダ
ー
の

演
奏
な
ど
の
披
露
や
５
年
生
に
よ
る

「
弟
子
屈
町
の
歴
史
を
紹
介
し
よ
う
～

ア
イ
ヌ
文
化
～
」
で
は
ア
イ
ヌ
民
族
衣

装
を
着
た
り
、
ア
イ
ヌ
語
に
つ
い
て
を

発
表
。
６
年
生
は
修
学
旅
行
で
の
思
い

出
な
ど
ク
イ
ズ
を
交
え
た
発
表
や
器
楽

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
年
ご
と
に
、
こ
れ
ま
で
準
備
し
て

い
た
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
緊
張
し

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
発
表
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
今
年
も
、
た
く
さ
ん
の
保

護
者
が
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
拍
手
が

会
場
に
響
き
渡
る
学
習
発
表
会
と
な
り

ま
し
た
。

６年生による「俺たちの48時間
～思い出の修学旅行～」

５年生による「弟子屈町の歴史を紹介しよう
～アイヌ文化～」 １年生による「学校は楽しいな」
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持続可能な観光地域を目指して

地域の魅力再発見

世界の持続可能な観光地TOP100に選出

東京都荒川区の子どもたちが本町の
子どもたちと交流しました

　
持
続
可
能
な
観
光
に
関
す
る
国
際
基
準
に

基
づ
き
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

る
世
界
1
0
0
地
域
の
１
つ
と
し
て
弟
子
屈

町
が
選
ば
れ
10
月
31
日
、
観
光
地
域
づ
く
り

の
評
価
な
ど
を
担
う
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
木
名
瀬
佐
奈
枝
さ
ん
も

出
席
し
、
町
役
場
に
て
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
表
彰
は
2
0
1
4
年
か
ら
毎
年

G
r
e
e
n 

D
e
s
t
i
n
a
t
i
o
n
s

（
G
D
）
が
実
施
し
て
お
り
、
国
際
基
準
の
中

か
ら
景
観
保
全
や
廃
棄
物
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
対
す
る
取
り
組
み
な
ど
15
項
目
の
指
標
を
ク
リ
ア
し
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
も
の
で
、
本
町
か
ら
は
「
硫
黄
山
（
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
）

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」
に
関
す
る
取
り
組
み
事
例
を
提
出
。
て

し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
が
国
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
る
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構
想
と
い
う
仕
組
み
を
活
用
し
、
地
域

の
貴
重
な
資
源
を
保
全
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
整
備
。
地
域
住
民

が
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
賞
に
先
駆
け
て
観
光
庁
の
「
日
本
版
持
続
可
能

な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
︲
Ｄ
）」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
取

得
。
こ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
地
方
自
治
体
や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
）
な
ど
が
、
持
続
可
能
な
観
光
づ

く
り
を
行
う
た
め
の
観
光
指
標
と
な
る
も
の

で
、
こ
れ
を
基
に
「
弟
子
屈
町
観
光
振
興
計
画
」

を
策
定
し
て
お
り
、
持
続
可
能
な
観
光
を
推
進

す
る
た
め
本
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
合
わ
せ
て
町
内
で

の
取
り
組
み
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
德
永
町
長

は
「
木
名
瀬
さ
ん
を
は
じ
め
観
光
に
関
わ
っ
て

き
た
方
々
の
功
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
か
ら
９
日
の
に
か
け
て
、
東
京
都
荒
川
区
か
ら
小

学
生
３
人
、
保
護
者
３
人
の
計
６
人
が
本
町
を
訪
れ
、
弟
子
屈

町
の
親
子
６
人
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
さ
れ
た
く
し
ろ
地
域
魅
力
体
験
交
流
ツ
ア
ー
は
、

東
京
都
荒
川
区
と
釧
路
地
域
で
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
緊
張
し
て
上
手

に
話
せ
な
か
っ
た
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
も
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
や
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と
で
徐
々
に
仲
良
く
な
り
ま
し

た
。
２
日
目
の
川
湯
パ
ー
ク
牧
場
で
の
乗
馬
体
験
や
渡
辺
体
験

牧
場
で
の
乳
し
ぼ
り
体
験
は
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
体

験
に
な
り
、
昼
休
み
に
は
一
緒
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
遊
ん
だ

り
、
野
球
を
し
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
３
日
目
は

川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
︱
で
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
の
森
を
散

策
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
別
れ
会
で
は
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
今
回
の
交
流
の
感
想
を
発
表

し
、
本
町
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
土
産
を
渡
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
で
は
町
の
大
き
さ
や
人
口
、
産
業
が
全

く
異
な
る
地
域
を
体
験
す
る
こ
と
で
改
め
て
、
子
ど
も

た
ち
も
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
と
比
較
し
、
魅
力
を

再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
釧
路

管
内
の
市
町
村
で
小
学
生
の
交
流
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。

認定証を手にする德永町長（右）と木名瀬さん（左） TOP100ロゴマーク 取得したJSTS-Dの
ロゴマーク

馬との触れあい

仲良くジンギスカン

トランポリンで遊ぶ児童

　G
r
e
e
n 

D
e
s
t
i
n
a
t
i
o
n
s
（
G
D
）

～
世
界
持
続
可
能
観
光
協
議
会
が
開
発
し
た
持
続
可
能
な

観
光
の
国
際
指
標
の
国
際
認
証
団
体
の
一
つ
～
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11月1日～11月30日

11月９日11月９日

11月13日

11月８日

　押し花サーク
ル野の花（武田ゆ
かり代表）が11月
１日～11月30日、
押し花作品展を
弟子屈郵便局（藤
原将男局長）ロビ
ーで開催されま
した。

　押し花サークル野の花は町民６人が在籍し、毎年同局で
作品展を開催。作品をよく見てみると、細かいところまで
花や葉を使用し、色彩豊かな展示作品17点のほかに赤い羽
根募金をするともらえるコースターやしおりも置いてあ
りました。

　日本道路建設業協会（西
田義則会長）は11月９日、
道の駅「摩周温泉」に簡易
設置型授乳室を寄贈しま
した。
　同協会は、国土交通省が

道の駅に子育て応援施設を整備する方針に協力しようと、
授乳室の寄贈を始めました。2023年から３年間で全国150
駅に贈る計画で、今年寄贈する50駅のうち、摩周温泉が道
内で第１号となりました。
　贈呈式に出席した地域おこし協力隊の生永さんは「赤ち
ゃんが生まれて初の旅行は、温泉が多い。町内の親子が住
みやすい町になるきっかけとなり、温泉旅行に行くなら弟
子屈になれば」と話していました。

　川湯ダンス
クラブ（丸山奈
織子代表）が、
11月９日に川
湯中学校体育
館で今年最後
のイベント、お
披露目会を開
催しました。

この日は、川湯ダンスクラブに所属する17人のこどもたち
が、今年１年間のイベントに出演した際のダンス全７曲を
披露。保護者や関係者、地域の方など多くの観客が集まり、
力強いダンスに見入っていました。

押し花サークル野の花による
押し花作品展を開催

道内第1号
道の駅「摩周温泉」に授乳室を寄贈

今年最後のイベント
１年間の成果をお披露目

色
と
り
ど
り
の
作
品

贈
呈
式
に
出
席
し
た
皆
さ
ま

川
湯
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

　弟子屈消防署に導入さ
れた水槽付消防ポンプ自
動車の運用開始式が11月
13日、弟子屈消防署で行わ
れました。
　水槽付消防ポンプ自動

車は、2,000Ｌの水槽や救助用資機材を搭載し、災害発生時
に消火・救助・救出といった多様な消防活動に加え、緊急消
防援助隊登録車両として、大規模災害などが発生した被災
地から要請を受けた場合も出動もします。
　德永組合長は「本車両は火災や交通事故など人命救助を
支える重要な設備。本車両の機能を有効に活用いただき地
域の安全・安心も確保するために尽力願う」と話していま
した。

多様な消防活動へ
最新型の消防車が導入

運
用
式
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

　美留和郵便局（前田
航太局長）は、11月８
日から山本光一さんに
よる常設写真展「シマ
エナガの郷」をロビー
に開設しました。
　美留和地区在住の山
本さんはシマエナガの

伝道師として知られ、同地区に、町外からシマエナガを撮
影しに来ることも多いことから「シマエナガの郷」として、
美留和の魅力を町民や観光客に知ってほしいという思い
で写真展を開設。また開設にあたり同郵便局では、山本さ
んの作品からトレース、デザインしたシマエナガのスタン
プも作成しました。

町民と観光客に美留和の魅力を
山本光一さんの常設写真展を開設

写
真
を
提
供
し
た
山
本
さ
ん
（
右
）
と

前
田
局
長（
左
）

11月10日

　10月から新
たに就農した
千代修さん・千
恵子さんご夫
婦の弟子屈町
新規就農者準
備金贈呈式が

11月10日、町役場で行われました。贈呈式には、德永町長、
町農業委員会江上会長、摩周湖農業協同組合望月専務、釧
路農業改良普及センター齋藤所長が出席。おふたりには町
と摩周湖農業協同組合から準備金として100万円の目録が
贈られました。
　また、江上会長、望月専務、齋藤所長が立会いの下で家族
経営協定の調印式が同日に行われました。

新しい就農者を激励
新規就農者準備金贈呈式を開催

目
録
を
手
に
す
る
千
代
さ
ん

ご
夫
婦（
中
央
）
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　町内在住の石
橋和美さんの木
工作品展が10月
23日～11月10日
まで、弟子屈郵
便局（藤原将男
局長）ロビーで
開催されまし
た。

　作品には、石橋さんの庭で永年あったオンコの枝や河川
などで散乱している流木を利用した作品がたくさん展示
されていました。毎年展示後には、作品を希望者に譲渡し
ており、町民だけでなく町外の方から予約があるほど人気
の作品となっています。

枯れ木や流木を使って
木工作品展を開催

予
約
殺
到
の
作
品
の
数
々

　水難事故の人命救助に
貢献したとして10月27日、
釧路北部消防事務組合髙
田勝也消防長からカヌー
ガイドの藤原仁さんと国
分知貴さんに感謝状が贈
られました。
　藤原さんと国分さんの
２人が、８月12日に釧路川

で発生した水難事故において、カヌーから転覆した親子を
発見し人命救助に貢献しました。
　髙田消防署長は「当時は、火災などが重なり、人員に余裕
がないときに迅速に対応してくれた。今後とも協力をお願
いしたい」と話していました。

10月27日
人命救助に感謝

釧路北部消防事務組合が感謝状を贈呈

10月23日

　JR北海道（綿貫泰之
社長）は、10月23日に美
留和小学校（佐藤義行校
長）の児童が長年にわた
り美留和駅舎の清掃活
動を行ったことに対し
感謝状を贈呈しました。

　この感謝状は、駅の美化活動を長年行い、各地域の駅長
さんが推薦した中から選ばれるもので美留和駅の清掃活
動は、学校の伝統行事にもなっており駅舎内の掃除や窓ガ
ラス拭きを行ってきました。
　綿貫社長は「地域や観光に来た方が気持ちよく駅を使え
るよう清掃していただけていることに感謝している」と話
していました。

清掃活動に感謝
JR北海道から感謝状を贈呈

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
美
小
の
児

童
た
ち

10月16日

　町産ワインの原
料であるブドウ「山
幸」の収穫体験が10
月16日、屈斜路のブ
ドウ畑で行われま
した。
　ブドウの収穫は
毎年実施しており、

秋の風物詩として德永町長や摩周湖農協役員、和琴小学校
（大山道弘校長）の児童８人などが参加し、一房一房丁寧に
収穫していました。
　今年は、暑い日が多く例年よりも２度ほど糖度が高くな
りました。収穫したブドウは、十勝管内池田町で「萄色の
旦」や三笠市で「テシカ」の赤ワインに使用されます。

町産ワインの原料
ブドウ収穫体験

丁
寧
に
収
穫
す
る
児
童

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
国
分
さ
ん（
左
）、

藤
原
さ
ん（
右
）

10月23日～11月10日

10月11日～31日

　弟子屈郵便局（藤原
将男局長）は、10月11
日から20日まで、弟子
屈警察署（小松孝浩署
長）と弟子屈地区防犯
協会連合会（田中富十
男会長）と協力し、特殊
詐欺防止活動を実施。

また、弟子屈町内の郵便局３局（弟子屈・川湯・美留和）で
は、弟子屈消防署（池田保士署長）と協力し、10月15日から
31日まで、火災予防の啓発活動を行いました。
　町内全域にわたり集配業務をしている集配車にマグネ
ットシートを貼ることで「走る広告塔」として、より多くの
町民に向けて啓発活動を実施することができました。

消防署・警察署・郵便局が連携
秋の火災予防運動と特殊詐欺防止啓発活動を実施
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
持
つ

藤
原
局
長（
左
）と
池
田
署
長（
右
）

カメ
ラスケッチ

行く行く行く行く行く行く行く行く行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。
ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが
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職
業
訓
練
受
講
生
を
募

集
し
ま
す

　
北
海
道
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

タ
ー
釧
路
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
２
月

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
︒

▼
対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員
／
電
気
シ
ス
テ
ム
科
20
人

▼
申
込
受
付
期
間
／
11
月
27
日
㈪
~

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮

▼
見
学
会
／
12
月
15
日
㈮
、
12
月
22

日
㈮

▼
選
考
日
／
令
和
６
年
１
月
11
日
㈭

▼
訓
練
期
間
／
令
和
６
年
２
月
２
日

㈮
~
７
月
26
日
㈮

▼
費
用
／
８
千
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

▼
申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
（
☎

０
１
５
４
︲
４
１
︲
１
２
０
１
）
ま

た
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
釧
路
☎
０
１
５
４
︲
５
７
︲

５
９
３
８
ま
で
︒。

川湯川湯屋内温水プール屋内温水プールからのからのお知らせお知らせ
☎４８３☎４８３‐２０７２２０７２

12月12月

※開館時間　•10時～17時（水・木・土・日曜日）
　　　　　　　 正午～13時まで換気および消毒のため閉館
　　　　　　•10時～20時（金曜日）
　　　　　　　正午～13時まで換気および消毒のため閉館

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料用料

●  今月の休館日
 （４､５､11､12､18､19､
　 25､26～31日）

● 10時～17時（水・木・土・日）
● 10時～20時（金曜日）

開館時間館時間休館日館日

がんばれ水泳教室 （25メートル泳げる成人）

◇日時／７、⑭、㉑日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中運動教室 （成人どなたでも参加できます）

◇日時／7、⑭、㉑日 10時30分～11時15分

※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（成人どなたでも参加できます）

◇日時／１、８、15、22日 10時30分～11時15分

水中エアロビクス教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／２、９、16、23日 13時～13時45分

親子水泳教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／３、17日 10時30分～11時15分

ジュニア水泳教室 （町内在住の小学生対象）

◇日時／２、９、16、23日 11時～正午

フリー教室 （町内在住の方）

◇日時／１日、２日、３日、６～10日、13～17日、 
　　　　20～24日、27日 13時30分～15時

（広告）
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苦
情
審
査
委
員
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　
道
の
機
関
が
行
っ
た
業
務
に
関
す

る
苦
情
を
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦

情
審
査
委
員
が
公
平
で
中
立
な
立
場

か
ら
審
査
す
る
制
度
が
、「
北
海
道
苦

情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
︒
皆
さ
ん

自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で
あ
れ

ば
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て
が
で
き

ま
す
︒
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に

不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と

き
は
、
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
︒

個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
さ

れ
ま
す
︒

▼
窓
口
／
北
海
道
総
合
政
策
部
知
事

室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各

総
合
振
興
局
の
総
務
課

▼
方
法
／
北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
な
事
項
を

記
入
し
、
窓
口
に
提
出
︒
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
も
申
立

て
が
で
き
ま
す
︒

※
電
話
で
の
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
︒

❐
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
総
合
政

策
部
知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１
︲
２
０
４
︲
５
５
２
３

（
直
通
）
ま
で

保
健
所
で
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　
釧
路
保
健
所
で

は
、
月
１
回
精
神
科

医
師
に
よ
る
心
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
予
約
制
で

す
。
相
談
日
前
日
の

午
前
中
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
／
12
月
15
日
㈮
1４
時
～

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❐
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
4
︲

　
6
５
︲
５
8
２
５（
代
表
）ま
で

12月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、文化セン
ターにあらかじめお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
区
分
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
○ ◎ 休 ○ ◎ 休 ○

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
区
分
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
◎ 休 ○ ◎ 休 休 休

問い合わせ先

今月の主な行事予定

施設利用者さまへのご連絡

13日㈬ ドローン活用についての研修会
15日㈮ 弟子屈高校体育祭

※アリーナご利用の際は上靴をご持参ください。
※ 施設利用後のお忘れ物や落し物が増えておりま

す、お心当たりのある方はお問い合わせください。

町公式

お友達登録よろしく
お願いします!!

毎週金曜日に
町の新着情報を配信!

infomation

生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション
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入居者を募集します宅営町 住
　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／12月１日㈮～８日㈮
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／令和６年１月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入で住宅料が変動）、ただし単身者用は２倍の額
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

公募対象住宅一覧表
住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

泉１丁目10番（３階建・１階） Ｈ10 ２ＬＤＫ 22,500～33,500円 230円 １
泉１丁目９番（６戸長屋・平屋） Ｈ18 ２ＬＤＫ 20,400～30,500円 20円 １
川湯温泉４丁目16番（３階建・３階） Ｈ14 ２ＬＤＫ 23,000～34,300円 940円 １
川湯温泉４丁目３番（３階建・２階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 920円 ２
川湯温泉４丁目３番（３階建・３階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 920円 ２

（広告）（広告）

infomation
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問い合わせ先：事務局町役場　福祉課　地域包括支援係　☎482-2921まで

《弟子屈町地域支えあい推進会議とは》
　「高齢者の生活を支え合う地域の体制づくり」を進めるため、委員が集まり自然な支え合いのある地域
づくりを皆で考え、少子高齢化が進んでも暮らし続けられる町であるために、色んな活動をしています。

　弟子屈町地域支えあい推進会議では、今年も「もりもりひろば」を開催します。色んな世代の方々
がつながり、楽しく交流できる場所づくりができないか…そんな思いから企画しました。絵本いっ
ぱいコーナーやてしかが自然学校さんによる「焚き火」の他、今年は「ポリ袋でかんたん！蒸しパ
ンづくり」体験や、てしファミさんによる「おさがり交換会」なども企画しています。詳細はHP
やチラシなどでもご連絡します。今年も「もりもり」っと、楽しいイベントもりだくさんです！ぜ
ひ、お越しください。

「もりもりひろば」「もりもりひろば」を開催します！を開催します！

（広告）（広告）

日時：12月23日㈯　10時～12時30分（入場無料）
場所：釧路圏摩周観光文化センター　
主催：弟子屈町地域支えあい推進会議

infomation
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ＱＲコードを読み取っておうちでいつでもかんたん納税
12月の町税などの納期限

❑ 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

 今月の町税などの納期限は次のとおりです。
 納め忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税 ４期� 12月25日㈪
▶国民健康保険税 ７期� 12月25日㈪
▶後期高齢者医療保険料 ７期� 12月25日㈪
▶介護保険料 ４期� 12月25日㈪

Monthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly ScheduleMonthly Schedule今月のこよみ今月のこよみ
日 月 火 水 木 金 土

１ ２
３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 3031

主な予定を掲載しています

■問い合わせ先／ 健康こども課☎482-2935 環境生活課☎482-2934 税務課☎482-2914 川湯保育園☎483-2537 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

 ひ な た ぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～ 11:30
／ 14:00 ～ 16:30）
 人権相談（公民館・
13:00 ～15:00）

おはなしはらっぱ
（ 図 書 館・13:00
～ 13:30）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午 後年齢 制限な
し）子育て支援セ
ン タ ー ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 健 康相談（役 場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午 後年齢 制限な
し）子育て支援セ
ン タ ー ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 ９・10カ月児相談

（福 祉センター・
10:00 ～12:00）

 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館９:30 ～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
ター14:00 ～16:30）
どちらも年 齢 制
限なし
 こども園・保育園
開 放「 遊 んDay」

（こども園ましゅう
／ 川 湯 保 育 園・
10:00 ～）

 母親講座『調理実
習』場所～川湯ふ
るさと館・事前申
し込み必要（10:00
～14:00）

 ひ な た ぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～ 11:30
／ 14:00 ～ 16:30）

おはなしはらっぱ
スペシャル（公民
館・10:00 ～）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午 後年齢 制限な
し）子育て支援セ
ン タ ー ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 健 康相談（役 場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）

 ひなたぼっこ開放
（14:00 ～16:30）

 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館９:30 ～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（子育て支援セン
ター14:00 ～16:30）
どちらも年 齢 制
限なし
 こども園・保育園
開 放「 遊 んDay」

（こども園ましゅう
／ 川 湯 保 育 園・
10:00 ～）

 親子遊び『クリス
マス会』事前申込
み 必 要（10:30 ～
11:30）
 ひなたぼっこ開放

（14:00 ～16:30）

 ひ な た ぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～ 11:30
／ 14:00 ～ 16:30）
 地域食堂（待合室
みちくさ／ 11:30
～14:00）
 乳・子宮がん検診

（福 祉センター・
８:20 ～／ 12:40）

 おはなしはらっぱ
（ 図 書 館・13:00
～ 13:30）
 乳・子宮がん検診
（福祉センター・
８:20～）

 『ママのリフレッ
シュ・デー』

　  事前申し込み必要
（９:30 ～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（14:00 ～16:30）
 健 康相談（役 場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00～16:00）

 『ママのリフレッ
シュ・デー』

　  事前申し込み必要
（９:30 ～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（14:00 ～16:30）

 こども園・保育園
開 放「 遊 んDay」

（こども園ましゅう
／ 川 湯 保 育 園・
10:00 ～）
 乳児・３歳児・年
中健診（福祉セン
ター・９:00 ～）

 母親講座『クリスマ
スオーナメント作
り』事前申込み必
要（10:00 ～11:30）
 ひなたぼっこ開放

（14:00 ～16:30）
 行政相談（公民館・
13:00～15:00）
 糖尿病予防講演会

（ 福 祉 センター・
18:00～19:00）

 ひ な た ぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～ 11:30
／ 14:00 ～ 16:30）

 キッチン「みちく
さ 」（ 福 祉 セ ン
ター・11:00 ～）
 おはなしはらっぱ

（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午後年齢制限なし）
子育て支 援セン
ター９:30 ～11:30
／14:00 ～16:30
 健 康相談（役 場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）
 町・道民税４期、
国民健康保険税
７期、後期高齢者
医療保険料７期、
介護保険料４期

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午 後年齢 制限な
し）子育て支援セ
ン タ ー ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30

 親子遊び『こども
園 の 遊 んdayに
行ってみよう』事
前申し込み必 要

（10:00 ～11:00）
 ひなたぼっこ開放

（14:00 ～16:30）
 こども園・保育園
開 放「 遊 ん Day」

（こども園ましゅ
う／川湯保育園・
10:00 ～）

 ひなたぼっこ開放・
年齢制限なし（子
育て支援センター
9:30 ～11:00）
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E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ７件
救　急 441件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

11月８日までの出動件数

ストーブ火災を予防する４つのポイントストーブ火災を予防する４つのポイント
①外出・就寝前は必ずスイッチを切る
→就寝中は火災の発見が遅れやすいため、非常に危険です。

②燃えやすいものは近くに置かない
→近くの物は整理整頓し、ストーブから１ｍ以上離しましょう。

③ストーブの上で洗濯物を干さない
→洗濯物が落下し、火災の原因になります。

④使用しない時は電源プラグをコンセントから抜く
→電源プラグやコードが傷んでいると、出火の原因となります。

歳末特別警戒を実施します!
　町民の防火に対する意識を高め、火災
の発生を未然に防ぐことを目的として、
12月26日～29日の間、弟子屈町内の歳末
特別警戒として車両巡回広報や放送等を
実施します。

歳末特別警戒日程
期　間／12月26日㈫～
　　　　12月29日㈮
時　間／20時～22時
区　域／弟子屈町内全域

冬期間の火の取扱いに注意‼ 
　寒い冬の時期に欠かせない暖房器具、中でも電気ストーブは給油の必要もなく手軽に部屋を暖められるため、使用して
いる方も多いのではないでしょうか。電気ストーブは火を使わないから安全だと思っていませんか？しかし、使い方を誤
ると火災の原因となります。暖房器具火災は少しの注意で防げるものがほとんどです。必ず取扱説明書を読むとともに、
次のポイントに注意し、火災を防ぎましょう！
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